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全国小・中学校・ＰＴＡ新聞コンクール

内閣総理大臣賞に輝く
　
第
　
回
全
国
小
・
中
学

５９

校
・
P
T
A
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
（
毎
日
新
聞
社
な

ど
主
催
）
の
入
賞
校
が
発

表
さ
れ
、
小
学
校
・
学
校

新
聞
の
部
で
大
沢
小
学
校

の
「
海
よ
光
れ
」
が
全
国

１
位
と
な
る
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
海
よ
光
れ
」は
児
童
会

執
行
部
が
発
行
す
る
月
刊

の
学
校
新
聞
で
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
４

年
連
続
の
入
賞
に
し
て
初
め
て
の
内

閣
総
理
大
臣
賞
と
な
り
ま
す
。
受
賞

は
２
月
に
発
行
し
た
第
　
号
の
１
面

６４

で
報
告
、
地
域
の
住
民
に
も
配
り
、

１
３
４
年
の
校
史
で
も
最
大
級
の
快

挙
を
地
区
を
挙
げ
て
喜
び
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
に
東
京
の
毎
日
新
聞
本

社
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
前
児

童
会
執
行
部
の
児
童
９
人
が
出
席
。

代
表
の
前
会
長
・
前
山
 悠
  樹
 君
（
現

ゆ
う
 
き

山
田
中
１
年
）
と
前
副
会
長
・
大
川

 莉
  穂
 さ
ん
（
同
）
に
表
彰
状
と
カ
ッ

り
 

お

プ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
沢
小
学
校
の
学
校
新
聞
の
創
刊

は
平
成
　
年
９
月
。
新
聞
名
は
全
校

１６

か
ら
募
集
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

同
名
の
全
校
表
現
劇
か
ら
名
づ
け
ら

３月６日に行われた表彰式で賞状

とカップを受け取る前山悠樹君と

大川莉穂さん

　コンクールのことは意識して

いなかったのでとても驚きまし

たが、学校生活が楽しくなるよ

う執行部全員で頑張ってきた努

力が認められ、みんなで喜び合

いました。歴代の先輩方や、こ

れまで指導いただいた先生方に

感謝の気持ちでいっぱいです。

全校児童とともに受賞を喜ぶ前児童会執行部（写真前列）

前児童会長

前 山 悠  樹 君
ゆう き

みんなで頑張った成果

先生方に感謝伝えたい

【２】



①

② ③

【３】

れ
ま
し
た
。
以
来
「
学
校
生
活
に
役

立
つ
新
聞
」
を
目
指
し
、
ほ
ぼ
毎
月

発
行
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
児
童
会
執
行
部
は
放
課
後
の
ほ
と

ん
ど
を
新
聞
づ
く
り
に
費
や
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
の
た
め
毎
号

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
学
校
の
実
態

を
把
握
す
る
ほ
か
、
全
校
参
加
型
の

新
聞
に
す
る
こ
と
で
全
校
児
童
に
読

ん
で
も
ら
え
る
紙
面
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
積
極
的
に
足
を
運

ん
で
取
材
す
る
こ
と
も
欠
か
さ
ず
、

共
同
募
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か

社
会
福
祉
協
議
会
に
出
向
い
て
話
も

聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
前
児
童
会
長
の
前
山
君
は
「
ど
の

よ
う
な
学
校
を
目
指
す
か
、
全
校
で

取
り
組
む
べ
き
問
題
は
何
か
を
み
ん

な
で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
特
に
ベ
ル
マ
ー
ク
集
め

に
つ
い
て
呼
び
掛
け
を
続
け
た
と
こ

ろ
、
早
く
目
標
を
達
成
し
、
備
品
が

学
校
に
届
い
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
と
成
果
を
喜
び
ま
す
。

　
３
月
か
ら
は
新
し
い
執
行
部
で
の

新
聞
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。
新
児
童

会
長
の
中
村
 奈
  緒
 さ
ん
（
現
６
年
）

な
 

お

は
「
元
気
で
明
る
い
学
校
を
目
指
し
、

楽
し
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
新
聞
を

作
り
た
い
」
と
意
欲
に
燃
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
り
つ
い
に

日
本
一
に
輝
い
た
大
沢
小
学
校
の
学

校
新
聞
づ
く
り
は
、
よ
り
良
い
学
校

を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

①３月から新執行部による新聞づく

りがスタート②魅力ある紙面にイン

タビューは欠かせません③それぞれ

が役割を分担し原稿を作成します

６年間新聞制作を指導

山 根 一  志 教諭
かず し

　「海よ光れ」は、子供たちが学

校を思う素直な気持ちで溢れて

います。明るく楽しい学校づく

りを目指して新聞を作りながら、

自主性や社会性、責任感など多

くを身に付けてきた子供たち。

その成果を糧に、さらに成長し

てくれることを願っています。

素直な気持ちを表現し

子供たちが大きく成長

▲新年度を新たな気持ちで迎えようと呼び掛ける第５５
号（４月３０日発行）。お世話になっている地域の方へ
感謝の気持ちを表す記事も掲載。

▲第５８号（７月２４日発行）では、ベルマーク集めや各
種行事への積極的な取り組みなどを呼び掛けました。



【４】

　
平
成
　
年
第
１
回
山
田
町
議
会
定
例
会
が

２２

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
平
成
　
年
度
の
町

２２

政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ら
び
に
主
要

な
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
自
主
・
自
律
・
協
働
」の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
事
業
を
進
め
て

き
た
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
・
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
と
な
り
、
後
期
基
本
計

画
に
向
け
作
業
を
開
始
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

町
政
の
課
題
は
一
層
増
大
し
難
し
さ
を
強
め

て
い
ま
す
。
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
課

題
解
決
に
向
け
て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
幅
広

く
伺
い
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
年
度
予
算
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

２２
的
な
運
用
と
的
確
な
予
算
配
分
、
経
常
的
経

費
の
圧
縮
・
節
減
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
均
衡
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手

当
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
対
応
、
山
田
中
学
校
武
道
場
建
設

事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど

に
よ
り
積
極
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
に

掲
げ
る
領
域
に
従
い
、
平
成
　
年
度
の
施
策

２２

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　平成２２年第１回山田町議会定例会が２月１８日から３月１２日まで開かれ、２２年度

の一般会計予算などが原案どおり可決されました。初日には沼崎喜一町長が第８

次山田町総合発展計画の６つの柱を基本に、本年度の基本方針を述べました。今

号では、施政方針の内容と２２年度予算の中身を紹介します。（１１㌻まで）



【５】

平成２２年度

施政方針

雇
用
創
出
や
未
就
職
者
の
求
職
活
動
を
支
援

  地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
　
月
１０

に
誕
生
し
た
三
陸
や
ま
だ
漁
業
協
同

組
合
が
経
営
基
盤
を
強
固
の
も
の
と

し
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

取
り
組
む
▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器

の
整
備
▼
経
営
改
善
支
援
資
金
の
保

証
料
へ
の
補
助
▼
水
産
物
販
売
強
化

プ
ラ
ン
の
策
定
▼
織
笠
ふ
化
場
の
施

設
整
備
に
対
す
る
補
助
―
―
な
ど
の

事
業
や
財
務
改
善
策
に
対
し
て
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
山
田
魚
市
場
外
来
漁
船
誘

致
協
議
会
の
活
動
や
山
田
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
が
行
う
鮮
度
保
持
タ
ン

ク
な
ど
の
整
備
を
支
援
す
る
ほ
か
、

む
き
身
カ
キ
を
主
体
と
し
た
水
産
物

の
販
路
拡
大
の
た
め
、
漁
業
者
と
連

携
し
量
販
店
や
産
直
市
な
ど
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
稲
作
販
売
農

家
に
対
し
所
得
補
て
ん
を
行
う
「
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
い
わ
て
希

望
農
業
担
い
手
応
援
事
業
に
よ
り
リ

ン
ド
ウ
苗
、
栽
培
資
材
、
生
産
管
理

機
械
の
導
入
を
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
に
よ
り
良
好
な

農
村
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
肥
育
の
預

託
契
約
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

飼
養
頭
数
の
拡
大
に
向
け
て
飼
養
管

理
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
を
中
心
に
自
主
的
に

実
施
が
計
画
さ
れ
て
い
る
「
山
田
農

業
ま
つ
り
」
の
再
開
を
積
極
的
に
支

援
し
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
座
談
会
な
ど

で
補
助
事
業
の
周
知
に
努
め
、
間
伐

な
ど
の
森
林
施
業
を
推
進
し
ま
す
。

町
有
林
は
、
適
切
な
森
林
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
区
域
の
明
確
化
と
立

木
育
成
状
況
調
査
を
進
め
ま
す
。　

　
高
評
価
を
得
て
い
る
乾
し
い
た
け

生
産
を
推
進
す
る
た
め
、 椎
  茸
 生
産

し
い
 た
け

組
合
の
ほ
だ
木
造
成
を
支
援
し
ま
す
。

商
店
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
商

工
会
が
取
り
組
む
経
営
指
導
の
強
化
、

経
営
改
善
普
及
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

空
き
店
舗
対
策
は
、
中
心
市
街
地
新

規
出
店
者
経
営
支
援
事
業
補
助
制
度

に
よ
り
、
商
工
会
と
連
携
し
て
新
た

な
出
店
者
に
支
援
し
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、「
マ
リ

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
｣
と
連
携
し

て
カ
キ
・
ホ
タ
テ
の
予
約
販
売
に
よ

る
オ
ー
ナ
ー
体
験
制
度
の
普
及
拡
大

や
体
験
型
観
光
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
花
ま
つ
り
や
ア
サ
リ
ま
つ
り
、

鮭
ま
つ
り
な
ど
四
季
を
通
じ
た
観
光

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
キ
ま

つ
り
や
オ
ラ
ン
ダ
島
ま
つ
り
、
秋
祭

り
な
ど
の
実
施
に
よ
り
本
町
の

Ｐ
Ｒ
や
観
光
客
の
誘
致
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
山

田
の
魅
力
発
信
事
業
」
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
山
田
―

オ
ラ
ン
ダ
島
間
を
運
航
し
て
い

る
観
光
船
は
、
シ
ー
ズ
ン
以
外

に
も
「
町
民
の
船
（
仮
称
）
」

と
し
て
、
町
民
を
対
象
と
し
た

▼
学
校
教
育
関
係
事
業
▼
社
会

教
育
活
動
事
業
▼
福
祉
関
係
事

業
▼
観
光
事
業
―
―
な
ど
に
幅

広
く
活
用
し
ま
す
。

　
雇
用
の
安
定
と
就
労
の
場
の

確
保
の
た
め
、
町
中
小
企
業
融

資
制
度
や
企
業
誘
致
優
遇
措
置

制
度
の
利
用
促
進
に
よ
り
優
良

ま
た
、
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、
道

の
駅
や
ま
だ
が
首
都
圏
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
行
う
特

用
林
産
物
販
売
促
進
事
業
を
支
援
し

ま
す
。

　
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基

金
事
業
に
よ
り
、
山
田
中
学
校
の
武

道
場
を
地
域
木
材
を
使
っ
て
整
備
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

に
木
造
住
宅
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地

域
材
の
需
要
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
商
店
、

緊急雇用創出事業により就業機会を提供します

企
業
の
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、

既
設
誘
致
企
業
で
の
雇
用
拡
大
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
対
策
と
し
て

創
設
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業
」
や
「
緊
急
雇
用
創

出
事
業
」
を
活
用
し
て
▼
障
が
い
者

福
祉
施
設
農
産
物
栽
培
販
売
事
業
▼

気
に
な
る
子
に
対
す
る
発
達
支
援
事

業
▼
特
用
林
産
物
販
売
促
進
事
業
▼

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
―
―

な
ど
を
実
施
し
、
臨
時
的
・
一
時
的

な
就
業
機
会
の
提
供
や
安
定
的
な
雇

用
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

未
就
職
の
ま
ま
卒
業
す
る
新
規
学
校

卒
業
者
を
町
臨
時
職
員
と
し
て
最
長

６
カ
月
間
任
用
し
な
が
ら
求
職
活
動

を
支
援
す
る
「
未
就
職
卒
業
者
支
援

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。



【６】

平成２２年度

施政方針

地
デ
ジ
放
送
の
難
視
聴
地
域
解
消
に
努
め
る

  環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

山
田
病
院
の
医
師
不
足
解
消
へ
招
へ
い
活
動

  健
や
か
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
道
中
央

長
崎
線
の
歩
道
整
備
事
業
、
新
た
に

町
道
前
須
賀
タ
ブ
の
木
荘
線
の
歩
道

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

昨
年
　
月
に
山
田
中
継
局
が
開
局
し

１０

ま
し
た
が
、
新
た
な
難
視
聴
地
域
も

出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
共
同
受
信

施
設
組
合
の
施
設
改
修
や
新
た
な
組

合
設
立
を
支
援
し
、
難
視
聴
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
放
送
事

業
者
が
実
施
す
る
豊
間
根
、
関
口
、

関
谷
地
区
の
小
規
模
中
継
局
デ
ジ
タ

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
「
釜
石
山

田
道
路
」
は
、
釜
石
市
両
石
町
か
ら

同
市
片
岸
町
ま
で
の
先
行
整
備
区
間

４
・
６
㌔
が
本
年
度
開
通
に
向
け
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
田
ま

で
の
早
期
事
業
着
手
を
引
き
続
き
国

や
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
道
に
つ
い
て
は
、
宮
古
山
田
線

の
豊
間
根
地
内
の
早
急
な
整
備
と
、

主
要
地
方
道
重
茂
半
島
線
の
改
良
な

ど
を
引
き
続
き
県
に
要
望
し
ま
す
。

　
町
道
に
つ
い
て
は
、
山
田
病
院
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
な
町

道
細
浦
柳
沢
線
を
県
代
行
事
業
と
し

て
採
択
す
る
こ
と
と
、
県
の
関
口
川

河
川
改
修
事
業
に
よ
る
町
道
沢
田
関

谷
線
と
Ｊ
Ｒ
交
差
部
ガ
ー
ド
下
道
路

整
備
改
良
の
早
期
実
現
を
県
に
要
望

ル
化
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

山
田
処
理
区
の
　
年
度
一
部
供
用
開

２７

始
を
目
指
し
、
長
崎
、
北
浜
地
区
の

 管
  渠
 工
事
を
拡
大
し
、
終
末
処
理
場

か
ん
 き
ょ

と
中
継
ポ
ン
プ
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
下
水
道
処
理
区
域
外
で
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図

り
ま
す
。

　
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
区
画
道
路
６
路
線

８
７
０
㍍
と
宅
地
整
地
工
事
１
万
１

千
平
方
㍍
、
建
物
　
戸
の
移
転
を
、

１６

都
市
計
画
道
路
細
浦
柳
沢
線
に
つ
い

て
は
、
道
路
築
造
工
事
　
㍍
と
橋
梁

６０

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
対
策
と
し
て
、
引
き

続
き
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
の
助
成
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
北

浜
地
区
配
水
管
布
設
事
業
、
豊
間
根

簡
易
水
道
配
水
管
布
設
替
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
水
道
統
合

計
画
に
基
づ
き
　
年
度
の
会
計
統
合

２５

と
大
浦
簡
易
水
道
、
小
谷
鳥
簡
易
水

道
の
上
水
道
接
続
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
改
正
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
分
別
収

集
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
資
源

循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
た
意

識
啓
発
を
図
り
ま
す
。
不
法
投
棄
の

防
止
に
つ
い
て
は
、
町
環
境
衛
生
実

践
会
連
合
会
と
連
携
し
て
、
町
民
の

意
識
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
の
保

全
を
進
め
る
た
め
、
山
田
町
環
境
基

本
計
画
を
見
直
し
な
が
ら
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
基
に
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
と
ら
え
て
環
境
学
習
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
山
田
湾
、
船
越

湾
の
環
境
を
守
る
た
め
、
山
田
の
海

を
守
る
会
が
取
り
組
む
排
水
浄
化
の

情
報
提
供
や
意
識
啓
発
な
ど
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　
昨
年
度
策
定
し
た
山
田
町
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
、
豊
か

な
自
然
と
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
啓
発
や
緑
の
分
権
改
革

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
本

格
展
開
を
見
据
え
た
実
施
計
画
の
策

定
を
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計

画
・
後
期
基
本
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
と
し
て
県
が
進
め

て
い
る
織
笠
川
三
陸
高
潮
対
策
事
業
、

山
田
・
大
沢
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整

備
事
業
、
関
口
川
河
川
改
修
事
業
は
、

早
期
の
完
成
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
に
要
望
し
て
き
た
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
は
、
新
た
に
織
笠

地
区
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
大
き
な
課
題
で
あ
る
町
営
織
笠
漁

港
防
潮
堤
 嵩
 上
げ
工
事
に
つ
い
て
は
、

か
さ

海
岸
保
全
事
業
と
し
て
一
体
的
に
整

備
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
・
県
、

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
土
調
査
事
業
は
、
小
谷
鳥
、
大

浦
地
区
の
４
４
１
筆
、
１
・
１
平
方

㌔
の
地
籍
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

難視聴地域の解消は緊急の課題です

　
町
内
の
出
生
数
は
平
成
　
年
度
で

２０

１
１
４
人
と
低
い
水
準
に
あ
り
、
少

子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
子
供
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
構
築
の
た
め
、
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
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平成２２年度

施政方針

武
道
場
を
山
田
中
・
豊
間
根
中
２
校
に
建
設

  手
を
つ
な
ぎ
、未
来
へ
の
芽
を
は
ぐ
く
み
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

　
町
民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た
り

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
自
分

に
合
っ
た
学
習
機
会
を
自
由
に
選
択

し
、
自
発
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

就
労
家
庭
の
子
育
て
支
援
の
た
め
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
船
越
小
学

校
の
空
き
教
室
の
改
修
事
業
に
着
手

し
、
平
成
　
年
４
月
の
事
業
開
始
を

２３

目
指
し
ま
す
。

　
織
笠
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
県
事
業
に
よ
り
園
舎
周
辺
の
急

傾
斜
地
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
や
、
来

年
４
月
に
予
定
し
て
い
る
轟
木
児
童

館
健
全
育
成
型
移
行
に
よ
り
園
児
数

増
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
度

引
き
受
け
法
人
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
、

　
回
の
妊
婦
健
康
診
査
と
里
帰
り
に

１４よ
り
県
外
在
住
の
乳
幼
児
と
妊
婦
の

健
康
診
査
を
公
費
負
担
と
し
、
費
用

の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。　

　
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
主
要
財

源
の
確
保
と
医
療
費
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
、
財
政
基
盤
安
定
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
増
加
す
る
医
療
費
抑

制
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

中
心
に
し
た
施
策
の
実
行
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
向
上
と
特
定
保
健
指
導
・
事
後
指

導
の
参
加
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活
で
き
る

地
域
社
会
構
築
の
た
め
▼
生
活
管
理

指
導
員
派
遣
事
業
▼
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
▼
成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
事
業
▼
災
害
時
要
援
護
者
支
援

事
業
▼
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
―
―
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

　
持
続
可
能
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
制
度

の
確
立
を
目
指
し
、
予
防
重
視
型
を

柱
と
す
る
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
推
進
し
ま
す
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
介
護
・
医
療
・

福
祉
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
包
括

的
な
地
域
ケ
ア
体
制
づ
く
り
と
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
入
所
希
望
者
対
策
と
し

て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
者
の
施
設
整
備
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
町

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
整
備

や
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
宮

古
圏
域
で
実
施
し
て
い
る
相
談
支
援

事
業
の
機
能
強
化
を
行
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
・
地
域
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
安
全
活
動
や
啓
発
活
動
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
安
全
施
設
の

総
点
検
な
ど
を
実
施
し
、
必
要
な
交

通
安
全
施
設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

複
雑
多
様
化
、
大
規
模
化
す
る
各
種

は
、
運
動
や
食
事
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
生
活
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
た

め
の
健
康
教
室
、
糖
尿
病
の
発
症
予

防
と
重
症
化
防
止
の
た
め
の
個
別
訪

問
に
よ
る
保
健
指
導
に
努
め
ま
す
。

　
県
で
は
、
県
立
山
田
病
院
を
地
域

の
入
院
医
療
や
救
急
機
能
を
担
う
医

療
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、

医
師
不
足
に
よ
る
内
科
医
不
在
、
病

床
利
用
者
の
低
迷
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
医
師
確
保
と
山
田
病

院
が
担
う
べ
き
役
割
と
機
能
の
充
実

を
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
山
田
病
院
と
地
域
医
療
を
守
る
会
」

と
連
携
し
て
山
田
病
院
の
現
状
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
地
域
懇
談
会

な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
町
出

身
医
師
の
情
報
収
集
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
医
師
募
集
を
行
う
な
ど
、

医
師
の
招
へ
い
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
に
対
処
す
る
た
め
▼
山
田
地
区

建
設
業
会
と
の
防
災
協
定
締
結
▼
漁

業
集
落
環
境
整
備
事
業
に
よ
る
大
浦

地
区
へ
の
防
災
看
板
の
設
置
▼
障
が

い
者
や
高
齢
者
な
ど
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
支
援
体
制
の
整
備
▼
自
主

防
災
組
織
の
育
成
と
組
織
化
―
―
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
の
確
保
と
資
質

向
上
に
努
め
、
消
防
署
と
の
連
携
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
第
７
分
団
と

第
　
分
団
の
消
防
屯
所
の
改
修
な
ど

１２
消
防
防
災
施
設
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

診療体制の充実が望まれる県立山田病院
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住
民
協
働
支
援
事
業
の
基
準
見
直
し
を
検
討

  住
民
参
加
と
協
働
で
元
気
創
造
、自
律
を
め
ざ
す
ま
ち

　
町
民
が
主
役
の
元
気
な
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
住
民
協
働
推
進
支

援
事
業
に
よ
り
自
治
会
な
ど
が
▼
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
▼
高
齢
者
支
援

事
業
▼
世
代
間
交
流
事
業
▼
環
境
整

備
事
業
▼
自
主
防
災
事
業
▼
郷
土
芸

能
の
伝
承
―
―
な

ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
活
用

し
や
す
い
支
援
事

業
と
な
る
よ
う
に

採
択
基
準
な
ど
の

見
直
し
を
含
め
た

検
討
を
行
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が

進
む
本
町
に
と
っ

て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
よ
る

地
域
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
涯
学
習
の
推
進
の
た
め
、

教
育
・
文
化
・
体
育
の
各
施
設
整
備

や
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
正
に
応
じ

た
武
道
場
を
山
田
中
学
校
で
は
公
共

木
造
施
設
と
し
て
、
豊
間
根
中
学
校

で
は
　
年
度
繰
越
事
業
と
し
て
建
設

２１

し
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て
は
、　

年
度
の
給
食
実
施
を
目

２４

指
し
て
本
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、

建
設
工
事
を
　
・
　
年
度
の
継
続
事

２２

２３

業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
立
さ
く
ら
幼
稚
園
は
、
平
成
　２３

年
３
月
末
で
廃
止
す
る
方
向
で
進
め

て
い
ま
す
。

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
協
議
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
財
政
計
画
と
の

整
合
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
鯨
と
海
の
科
学
館
に
つ
い
て

は
、　

年
度
の
指
定
管
理
者
制
度
導

２３

入
を
目
指
し
ま
す
。

　
町
民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
へ
の

意
識
向
上
に
応
え
る
た
め
、
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

体
育
施
設
・
設
備
の
充
実
や
町
体
育

協
会
・
傘
下
の
各
協
会
へ
の
活
動
助

成
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
第
　７１

回
国
民
体
育
大
会
の
高
校
軟
式
野
球

会
場
地
と
し
て
関
係
団
体
と
の
連
絡

調
整
を
図
り
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

心
の
豊
か
さ
を
実
感
し
、
自
分
ら
し

さ
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
、
創
作
、

展
示
、
発
表
の
場
や
優
れ
た
文
化
芸

術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
町
民

芸
術
祭
や
展
示
会
な
ど
の
開
催
を
支

援
し
ま
す
。

　
町
の
文
化
財
を
保
護
、
活
用
す
る

た
め
、
文
化
財
説
明
看
板
の
設
置
や

周
辺
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

５
年
間
に
わ
た
る
房
の
沢
古
墳
群
出

土
鉄
製
品
の
保
存
処
理
の
成
果
を
ま

と
め
た
報
告
書
を
刊
行
し
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
参
画
拡
大
と
男
女
共

同
参
画
意
識
の
醸
成
の
た
め
、
研
修

会
の
開
催
や
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン

ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト
市
へ
の
ジ
ュ
ニ
ア

海
外
使
節
団
派
遣
事
業
を
継
続
し
、

国
際
感
覚
に
溢
れ
る
人
材
育
成
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
５
月

１２

に
友
好
親
善
都
市
を
締
結
し
て
か
ら

　
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
そ
の
記

１０念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
立
山
田
高
等
学
校
に
つ

い
て
は
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
へ
の
支
援
と
中
学
校
と

の
交
流
を
進
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
充
実
の
た
め
、

家
庭
教
育
学
級
や
女
性
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
各
種
学
級
や
講
座

を
開
設
し
、
生
涯
の
各
時
期

に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提

供
や
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

織
笠
、
大
沢
、
田
の
浜
地
区

に
加
え
、
新
た
に
大
浦
地
区

で
も
実
施
し
ま
す
。

　
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
旧
県
立
山
田
病
院
跡
地

の
利
用
に
係
る
外
部
の
検
討

地
域
の
活
性
化
、
地
域
づ
く
り
が
重

要
な
課
題
で
す
。「
結
い
」の
精
神
の

再
構
築
を
図
る
た
め
、
町
民
へ
の
情

報
提
供
と
町
政
へ
の
理
解
を
深
め
な

が
ら
住
民
協
働
推
進
支
援
事
業
を
核

と
し
て
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

山田中・豊間根中の武道場を建設します

昨年度の町民体育祭の様子



【９】

平成２２年度

施政方針

地
域
医
療
推
進
室
設
置
し
医
師
確
保
を
支
援

  身
の
丈
に
あ
っ
た
、健
全
な
行
財
政
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

に
、
納
税
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

町
税
４
税
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
税
で
き
る
よ
う
、　

年
度

２３

か
ら
の
運
用
を
目
指
し
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　
行
政
改
革
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
よ
り
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
事
務
事
業
の
見

直
し
や
職
員
研
修
の
充
実
に
努
め
な

が
ら
今
後
も
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

行
政
組
織
の
再
編
か
ら
５
年
経
過
し

た
こ
と
か
ら
評
価
と
反
省
を
踏
ま
え
、

各
課
の
規
模
を
適
正
化
し
、
分
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い
組
織
と
名
称

　
政
府
は
、
地
方
財
政
対
策
に
つ
い

て
「
地
方
が
自
由
に
使
え
る
財
源
を

確
保
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、地
方

税
の
減
収
や
社
会
保
障
関
係
経
費
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
地
方
財
政
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
堅
実
な
事
業

執
行
に
努
め
、
必
要
な
財
源
を
確
保

し
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
に
配
慮

し
な
が
ら
効
率
的
な
財
政
運
営
を
推

進
し
ま
す
。

　
税
徴
収
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、

県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
へ
職

員
を
派
遣
し
、
滞
納
整
理
に
よ
り
町

税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も

　
以
上
、
平
成
　
年
度
に
お
け
る
主

２２

要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
当
初
予
算
は
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
に
配
意
す

る
な
ど
堅
実
な
財
政
運
営
を
目
指
し

な
が
ら
も
、
対
前
年
度
比
　
・
６
％

１２

増
の
積
極
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
来
の
国
の
景
気
対
策
を
活
用

し
た
各
種
事
業
に
続
き
、
新
年
度
に

お
い
て
も
、
多
く
の
課
題
を
解
消
す

る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
導
入
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
に
お
い
て
は
、
平
成
　
年
度
末
で

２１

失
効
す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
を
６
年
間
延
長
し
、
同
時
に

過
疎
地
域
の
要
件
や
対
象
事
業
債
の

追
加
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本

町
も
そ
の
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ

り
ま
す
。
今
後
、
過
疎
債
を
活
用
し

た
事
業
展
開
が
考
え
ら
れ
、
新
た
な

町
づ
く
り
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
に
あ
っ
て

も
、
私
は
、
一
つ
一
つ
の
可
能
性
を

 掬
 い
上
げ
、
か
た
ち
づ
く
り
な
が
ら
、

す
く町

民
の
皆
さ
ま
の
先
頭
に
立
っ
て
全

身
全
霊
を
 傾
  注
 し
て
、
町
政
発
展
の

け
い
 ち
ゅ
う

た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
な
ら
び
に
議
員
の
皆
さ
ま
の

町
政
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

と
な
る
よ
う
再
編
を
行
う
ほ
か
、

県
立
山
田
病
院
の
医
師
確
保
を
側

面
か
ら
支
援
す
る
た
め
「
地
域
医

療
推
進
室
」
を
健
康
福
祉
課
内
に

設
置
し
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
の
導
入
促
進
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
課
題
解
決
に
向

け
、
要
望
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計

画
・
後
期
基
本
計
画
は
、　

年
度

２７

を
目
標
年
次
と
し
、
住
民
の
参
画

と
協
働
に
よ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
計
画
と
な
る

よ
う
策
定
作
業
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地域医療推進室を設置し医師確保に取り組みます



平成２2年度予算の中身

【１０】

◆小学校管理費 ９,１４４万円

◆中学校管理費 ５,５９１万円

◆人づくり事業費 ８７０万円

ジュニア海外使節団派遣事業の旅行業務委託料、国内

外研修事業補助金などが計上されています。

◆学校給食施設費 １億３,２１９万円

　学校給食センター建設工事費などが計上されています。

◆子ども手当て扶助費 ３億２,２３４万円

　国の創設した子ども手当ての支給を行います。

◆ 塵  芥 し尿処理費 ２億２,３６６万円
じん かい

◆宮古地区広域行政組合（消防関係）負担金 ３億４７５万円

◆消防屯所改修事業 ２７０万円

　災害活動の拠点となる町消防団の屯所（第７分団、第

１２分団）を改修します。

◆建設改良費 ６,８２４万円

試柳沢・北浜地区配水管布設事業費…３,０００万円試老朽

管更新事業費…１,３００万円

◆豊間根簡易水道配水管布設替工事費 ３,９００万円

◆公共下水道事業 ５億２,１０５万円

快適な生活環境と海や河川の水質保全を目的に、山田

地区で公共下水道施設整備事業を実施しています。

◆道路維持費 ４,５６１万円

◆道路新設改良費 １億２,４５１万円

◆土地区画整理費 ４億４,３８０万円

試宅地整地や街路、細浦柳沢線などの工事費…１億

８,３８６万円試建物等移転補償費…２億５,４０８万円

◆木造住宅耐震改修助成事業補助金 １８０万円

◆水産振興費 ３,４２７万円

昨年１０月に誕生した三陸やまだ漁業協同組合の経営基

盤の強化や、町内各漁協が「安全で安心できる」水産

物を提供するための設備整備に対する補助金などが計

上されています。

◆中心市街地新規出店者経営支援事業補助金 １００万円

◆船越家族旅行村管理費 ２,７０４万円

◆山田の魅力発信実行委員会補助金 ４００万円

◆アサリ・花まつり開催事業費 ８８０万円

◆障害者自立支援給付費 ２億３,４４７万円

◆老人保護措置委託料 １,１４４万円

◆オストメイト対応トイレ設置工事 １００万円

　町中央コミュニティセンターに身体障がい者用のトイ

レを設置します。

◆民間保育所運営委託料 ２億９,２１４万円

◆子育て支援事業費 ５,３８６万円

試「気になる子」に対する発達支援事業委託料…１,５２５

万円試延長保育促進事業補助金…９４０万円試病児・病

後児保育事業（病児対応型）補助金…３１２万円

町　 民　 課

水 産 商 工 課

教 育 委 員 会上 下 水 道 課

消 防 防 災 課

建　 設　 課

健 康 福 祉 課

昨
年
度
の
ア
サ
リ
ま
つ
り
の
様
子

国 保 介 護 課
◆国民健康保険事業 ２６億７５９万円

国民健康保険は病気やけがに備えて加入者の皆さんが

お金を出し合い、病院にかかるときの医療費に充てる

支え合いの制度です。

◆後期高齢者医療事業 １億３,９６７万円

後期高齢者医療制度は７５歳以上（一定の障害のある方

は６５歳以上）の高齢者が、病気になっても安心して医

療が受けられる制度です。

◆岩手県後期高齢者医療広域連合負担金 １億７,０３３万円

◆介護保険事業 １５億２,７４８万円

歳出総額の９４.８％を占める保険給付費は１４億４,８３０万

円で、訪問介護や通所介護、施設介護など各種サービ

ス費用に充てられます。

◆介護サービス施設等整備臨時特例事業費補助金 ２,６２５万円

　介護施設の入所希望者への対策として、小規模多機能

型居宅介護事業者に施設整備費を補助します。

農　 林　 課
◆いわて希望農業担い手応援事業補助金 １５０万円

リンドウ苗、栽培用資材、生産管理機械の整備などに

対する補助金です。

◆山田中学校武道場建設工事費 １億５０６万円

　地域木材を活用した公共木造施設として建設します。

◆森林整備地域活動支援交付金 ２９３万円

　森林の巡視や整備など、適正な維持管理を行う団体や

個人の活動に対する交付金です。

◆町有林区域等明確化事業費委託料 １,０８２万円



一 般 会 計 町の全会計
　平成２２年度の町一般会計予算の総額は、歳入、歳出そ

れぞれ７１億８,７６８万円。前年度当初予算と比べて１２.６％

の増となる積極予算となりました。

　歳入は、町税収入の減少を見込んだことなどにより自

主財源が９.８％の減となる一方、依存財源は国庫支出金

などの増加などにより２２.２％の増となりました。

　歳出では、事業の見直しを行いましたが、新たに創設

された子ども手当てや地上デジタル放送への対応などに

より全体で８億５３５万円の増となりました。

　町の財政事情は依然厳しい状況にありますが、財政計

画との整合性を図りながら第８次総合発展計画を着実に

実行し、元気なまちづくりを目指していきます。

【１１】

◆参議院議員選挙費 １,４１７万円

選挙管理委員会

　町の平成２２年度一般会計予算と各特別会計、水道事業

会計を合わせた予算総額は１２６億７２３万円です。

　ここでは、本年度行われる主な事業を担当課ごとに紹

介します。

◆平成２２年度各会計の予算額
・一般会計  …………………………………７１億８,７６８万円

・国民健康保険特別会計  ……………………２６億７５９万円

・後期高齢者医療特別会計  …………………１億３,９６７万円

・介護保険特別会計（事業勘定）  …………１５億２,７４８万円

・介護保険特別会計（サービス事業勘定）  ………２８４万円

・簡易水道特別会計  ……………………………８,５５５万円

・漁業集落排水処理事業特別会計  …………１億３,３８３万円

・公共下水道事業特別会計  …………………５億２,１０５万円

・水道事業会計  ………………………………４億１５４万円

※水道事業会計には、収益的支出予算と資本的支出予算

の合計額を掲載しています。

◆住民協働推進費 １８１万円

住民協働推進支援事業補助金１５０万円が計上されてい

ます。

◆地上デジタル放送共聴施設改修費補助金 １億２,９８０万円

◆地上デジタルテレビ中継局整備費補助金 ７,６２５万円

◆電算管理費 ６,６２７万円

　電算システムのアウトソーシングによるオープンシス

テムのリース料４,０３７万円や、同システムの保守委託

料６２８万円が計上されています。

◆町税コンビニ収納システム導入委託料 ３９８万円

◆標準宅地鑑定評価委託料 ６５８万円

３年ごとの固定資産税額の見直しに伴い、税額決定の

基礎となる町内全域の土地の鑑定を行います。

税　 務　 課

企 画 財 政 課

総　　務　　課

歳　　　　　　　　　　入

伸び率構成比予算額区　　　　分

△１.７

△２４.２

△２.６

△１５.１

△２６.６

△１４.９

０.０

０.０

１５.４

６.３

１.０

０.８

０.４

０.１

０.０

０.０

１１０,５２０

４４,９２９

７,２９０

５,５３４

３,２３８

１,０７０

１０

１

町 税

繰 入 金

使用料・手数料

分担金・負担金

諸 収 入

財 産 収 入

繰 越 金

寄 附 金

自
　
主
　
財
　
源

△９.８２４.０１７２,５９２計

５.５

６６.２

８６.１

４３.５

△７.１

△１５.６

４２.１

１１.３

１０.４

９.１

１.０

２.１

３０２,７００

８１,５０５

７４,７５０

６５,４４６

７,１００

１４,６７５

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

町 債

県 支 出 金

地 方 譲 与 税

そ の 他

依
　
存
　
財
　
源

２２.２７６.０５４６,１７６計

１２.６１００.０７１８,７６８合　　　　計

（単位：万円、％）■歳入の状況

歳　　　　　　　　　　出

伸び率構成比予算額区　　　　分

１９.９

２７.４

△９.２

１５.３

１７.７

△３.５

５０.８

△３.０

１０.８

△２.７

７９１.３

０.０

０.０

２８.８

１４.７

１４.６

１４.３

８.８

６.１

４.９

４.８

１.５

１.３

０.１

０.０

０.１

２０６,７６４

１０５,３４９

１０４,７４０

１０２,５８８

６３,１９５

４４,２４６

３５,６１６

３４,２９９

１０,７３５

９,７２４

１,０１３

０１

５００

民 生 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

労 働 費

災 害 復 旧 費

予 備 費 ・ そ の 他

１２.６１００.０７１８,７６８合　　　　　　計

■歳出の状況 （単位：万円、％）

コンビ二収納システムの導入で納税の利便性が図られます



【１２】

窓　口　係

住民記録係

住民相談係

地域安全係

環境衛生係

町 民 税 係

資 産 税 係

会　計　係

収　納　係

国民健康保険係

医療給付係

介護保険係

健康管理係

健康づくり係

食育推進係

町　民　課

住民記録チーム

生活安全チーム

豊 間 根 支 所

船　越　支　所

国 保 チ ー ム

国保介護課

介 護 チ ー ム

地域包括支援センター

健康福祉課

健 康 チ ー ム

地域医療推進室

福 祉 チ ー ム

課 税 チ ー ム

税　務　課

会 計 チ ー ム

収 納 対 策 室

・保育園、児童館、地域子育て支援センター

高齢者福祉係

地域福祉係

児童福祉係

・固定資産評価審査委員会

き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
変
更
と
な
る
各
課
の
主

な
業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
国
保
介
護
課
　
旧
住
民
生
活
課
が

担
当
し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
と

医
療
給
付
、
旧
保
健
福
祉
課
が
担

当
し
て
い
た
介
護
保
険
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
統
合

し
ま
す
。

▽
健
康
福
祉
課
　
旧
保
健
福
祉
課
の

保
健
部
門
（
健
康
管
理
・
健
康
づ

く
り
・
食
育
推
進
）
と
福
祉
部
門

（
高
齢
者
福
祉
・
地
域
福
祉
・
児
童

福
祉
）
に
加
え
、
新
た
に
地
域
医

療
推
進
室
を
設
置
し
ま
す
。

▽
町
民
課
　
旧
住
民
生
活
課
の
住
民

記
録
・
窓
口
業
務
と
、
住
民
相
談

や
地
域
安
全
、
環
境
衛
生
な
ど
の

業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

▽
上
下
水
道
課
　
旧
水
道
事
業
所
と

旧
地
域
整
備
課
の
下
水
道
部
門
を

統
合
し
ま
す
。

▽
建
設
課
　
旧
地
域
整
備
課
の
道
路

整
備
や
区
画
整
理
、
町
営
住
宅
管

が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

が
連
携
を
取
り
な
が
ら
有
機
的
か
つ

弾
力
的
に
事
務
配
分
を
行
い
、
限
ら

れ
た
人
員
で
の
事
務
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。　

　
町
で
は
、
今
後
と
も
事
務
事
業
の

円
滑
な
推
進
が
で
き
る
よ
う
効
果
的

で
効
率
的
な
組
織
運
営
に
努
め
て
い

　
今
回
の
改
正
は
、
平
成
　
年
４
月

１６

に
行
っ
た
機
構
改
革
の
評
価
と
反
省

を
踏
ま
え
、
よ
り
効
率
的
で
住
民
が

親
し
み
や
す
い
組
織
体
制
を
目
指
し

て
行
う
も
の
で
す
。

　
新
し
い
組
織
は
、
事
務
処
理
を
行

う
単
位
で
あ
る
「
係
」
と
、
複
数
の

「
係
」
か
ら
な
る
「
チ
ー
ム
」
で
仕
事

　
４
月
１
日
付
で
、
町
の
機
構
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。

よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
実
施
す
る

も
の
で
、
課
の
分
割
・
再
編
に
よ
り
　
課
制
が
　
課

１２

１４

制
に
な
る
ほ
か
、
組
織
内
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め

チ
ー
ム
の
下
に
係
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
機
構
改
革
に

よ
る
課
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
３
月
１
日
号
の
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
各
課
の
組

織
体
制
と
業
務
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

より効率的で分かりやすい
行政運営を目指し、新しい
組織体制がスタートします

　町の機構改革

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
組
織
体
制
に

１階



【１３】

農業振興係

林業振興係

上水道庶務係

工　務　係

維　持　係

下水道庶務係

整　備　係

水産振興係

商工労働係

観光振興係

土　木　係

庶　務　係

国土調査係

区画整理係

計画補償係

建築住宅係

行　政　係

秘　書　係

情　報　係

電　算　係

５階

行 政 チ ー ム

総　務　課

議会事務局

４階

情 報 チ ー ム

・選挙管理委員会

財　政　係

管　財　係

政策推進係

住民協働推進係

企画財政課

財 政 チ ー ム

政策推進チーム

・監査委員

総　務　係

国際交流係

・小学校、中学校、幼稚園、教育研究所

学校教育課

学校教育チーム

消　防　係

防災第一係

防災第二係

防災第三係

防災第四係

消防防災課

消防防災チーム

（山田消防署内）

社会教育係

社会体育係

文　化　係

・中央公民館、図書館、鯨と海の科学館

生涯学習課

生涯学習チーム

（中央公民館内）

危 機 管 理 室

農 林 チ ー ム

農　林　課

・農業委員会

水 産 チ ー ム

水産商工課

商工観光チーム

建　設　課

土 木 チ ー ム

都市整備チーム

建築住宅チーム

上下水道課

上水道チーム

下水道チーム

役
場
庁
舎
外

役場庁舎

理
な
ど
建
設
に
関
す
る
分
野
の
業

務
に
加
え
、
国
土
調
査
の
業
務
を

担
当
し
ま
す
。

▽
農
林
課
　
旧
産
業
振
興
課
の
農
業

振
興
部
門
と
林
業
振
興
部
門
を
引

き
継
ぎ
ま
す
。

▽
水
産
商
工
課
　
旧
産
業
振
興
課
の

水
産
振
興
や
観
光
振
興
、
商
工
労

働
の
各
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

▽
企
画
財
政
課
　
総
務
課
が
担
当
し

て
い
た
住
民
協
働
の
推
進
に
関
す

る
業
務
を
新
た
に
担
当
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
総
務
課
情
報
係

（
察
　－

３
１
１
１
内
線
４
６
０
）へ
。

８２

２階

３階



もとだ なな ちゃん

（豊間根保育園・５）

　おおきくなったら花屋さんに
なって、お店に大好きなバラを
いっぱい飾りたいな。

【１４】

実社会に巣立つ若者たちへ
　３月から４月は卒業、入学、就職、旅立ちなど

人事異動の時期である。かつてわたしたちが学校

の卒業式で「蛍の光」や「仰げば尊し」を耳にし、

感動し涙した幼いころを今懐かしんでいる。郷愁

を誘うあの歌はいまだに心に染み、口ずさんでは

その当時の先生たちが走馬灯のように頭をよぎっ

ていく。いまさらながら先生たちの恩恵に頭の下

がる思いである。これから親元を離れ実社会に巣

立っていく若者は、それまで育ててくれた親のあ

りがたさを常に心の隅に秘めてもらいたいし、ふ

るさと山田を忘れないでほしいものだ。

齋藤忠雄（船越・84）

老人クラブ例会
に参加して思う

こと

　野に出たら
春を告げる銀

色のネコヤナ
ギを見つけほ

っ

とした。

　織笠老人ク
ラブの例会が

９日、コミュ
ニティセンタ

ー

で行われまし
た。ひな祭り

にあやかり、
ひな壁掛けを

作

り出来栄えを
喜び合いなが

ら「ひなまつ
り」の歌を歌

い

童心の気分に
。それからち

らし寿司に甘
酒、手作りひ

し

もちを会食し
ながら、余興

を楽しみ小さ
いお祝いムー

ド

でした。また
、３月といえ

ば頭に刻みこ
まれているの

は

「仰げば尊し
」です。変わり

ゆく社会から
かなたへ失せ

て

いく歌を70代
から90代の老

人パワーの男
女混声で歌い

ました。むつ
み合い、競い

合い、泣いた
あの日あのと

き

の学びやを、
一人一人が胸

中の中で…。
折に触れて歌

い

伝えたいもの
です。おっと

りした歌声が
会場に流れて

感

動のうちに、
和やかでお開

きとなりまし
た。

菊地サカヱ（
織笠・75）

小林哉太（８）

阿
部
想（
６
）

木
下
葵（
　
）
１０

木
下
慶
輔（
８
）

さ
さ
か
い（
？
）

Ｙ
Ｕ

－

Ｋ
Ａ（
８
）

阿
部
行
浩（
５
）

澤
田
彩
花（
　
）
１０

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
而（
？
）

佐
々
木
ム
ツ
子（
？
）

石
川
晴
子（
４
）

　
　
　
　
　
 （
　
）
１４

und
a
ine
d
　

天
照
神（
　
）
１４

ミニちゃお（？）

北
舘
芽
衣（
９
）

佐々木房子（６５）

マ
カ
ち
ゃ
ん
辞（
　
）
１３

田
中
陽
葵（
？
）

阿
部
知
生（
７
）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
（
　
）
１０

赤松心菜（７）船
越
未
栞（
６
）

Ｒ
Ｕ
Ｉ（
８
）

チ
ョ
ッ
パ
ー（
　
）
１５

蓮
猫（
　
）
１４

テ
ニ
ス
ボ
ー
イ（
　
）
１３

ＫＯ－ＤＡＩ（
７）

山田の朝市が無くなる寂しさ
　昔から山田で３と８の付く日に開催されていた朝

市が無くなるようです。年々売る人買う人が少なく

なり寂しいばかりです。無くしたくない山田の朝市。

昔のにぎわいが懐かしいです。

匿名希望（境田町・？）

せ
き
れ
い
と（
６
）

聖
哭
螳
 （
　
）
１４

大
久
保
結
衣（
　
）
１４

姫
神（
　
）
１４



【１５】

死亡事故ゼロを継続するために
　来る４月６日から春の全国交通安全週間を迎えます。今年は

宮古警察署、山田町交通安全対策協議会、交通指導隊、県交通

安全協会山田支会、さらに母の会と関係機関や事業所などの懸

命の活動と努力の甲斐あって、交通死亡事故ゼロを継続してい

ます。これは喜ばしい限りなのですが、これからも続けるため

に、町民一人一人が交通安全に気を配り児童や高齢者を事故か

ら守りましょう。また、重大事故につながる飲酒運転を絶対し

ない・させないため、宴会に出席する際はお酒を飲まないで仲

間を各自宅に送り届ける責任者の「ハンドルキーパー」を決め

ることをお願いしたいものです。今年に入り２月末までの２カ

月間に町民の方が飲酒運転で検挙された件数が３件もあること

は憂慮されるところです。これ以上の違反者が出ないことを願

いたいものです。

西舘昼（船越・？）

雪
解
け
の
水
も
ぬ
る
み
て
知
ら
ぬ
間
に

　
も
の
の
芽
も
春
の
支
度
整
え
し

内
舘
洋
一
（
飯
岡
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佐
藤
啓
子
（
船
越
・
　
）
３１

●１ 全国小・中学校・ＰＴＡ新聞コ

ンクールで日本一に輝いた大沢

小の学校新聞は「冊よ光れ」？

　佳山　加川　可海

●２ この春、町内小中学校を卒業し

た児童生徒は全体で冊人？

　佳１２４人　加２４１人　可４２１人

●３ 船越家族旅行村と花まりんを会

場に４月１７日から５月５日まで

開催されるのは「冊まつり」？

　佳花　加村　可春

●４ 今号の「１歳になりました」に

登場している赤ちゃん９人のう

ち、女の子は何人？

　佳３人　加４人　可５人

【応募方法】　はがきに陰クイズの

答え隠住所韻氏名吋年齢を明記の

上、ご応募ください。全問正解者

の中から抽選で１０人に５００円の図

書カードをプレゼント。応募は一

人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所記載

不要）山田町役場広報クイズ係

【締め切り】　４月１９日（当日消印

有効）

☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ｃ、

③－Ａ、④－Ｂでした。応募者数

は６９人で６３人が正解。抽選の結果

次の１０人が当せんしました。

境田町＝木下葵（１０）　長崎＝福

士玲子（５２）　飯岡＝木村拓夢

（？）　山田＝堀合隆一（？）　船越

＝村木右京（１２）、永野真依子（１４）、

山﨑君子（６９）　織笠＝竹内厚志

（５５）　大沢＝福士和也（１３）　豊

間根＝澤田幸樹（５） <敬称略>

◆投稿規程　試住所、氏名、年齢、
電話番号を明記。ペンネーム、匿
名での掲載を希望する方はその旨
をさらに付け加えてください試住
所、氏名が記入されていないもの
は掲載しません試営利・政治的活
動を目的としたものや、特定の個
人・団体をひぼう・中傷するもの
は掲載できません試４００字を超え
た投書は４００字程度まで添削いた
します。
◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）
山田町役場総務課情報係へどうぞ。

澤
田
幸
樹（
５
）

吉田凜（？）

humter（１２）

山
﨑
歩
見（
９
）

古
明
治
さ
と
り
（
　
）
１５

吉
田
空（
？
）

フ
リ
ー
ザ（
７
）

吉
兆（
　
）
１１

ア
オ
パ
ン
マ
ン
（
　
）
１２

吉
田
彗（
６
）

武
藤
陸（
　
）
１０

渡辺まりん（７
）

ＴＡＫＡＣＯ（１０）

津波で被害に遭われた方 に々
　２月２８日、チリ地震による大津波警報が発令

されました。５０年前、わたしが小学６年生のと

きにも同様の津波が襲来しランドセルを背負い

親と高台に避難しました。海水が引いて、家や

船が流されていくのを目の当たりにして、水の

勢いは恐ろしいものだという印象が強く残って

います。

　今回の津波により、養殖施設が被害に遭われ

た方々にお見舞い申し上げます。

上林幸子（北浜町・６１）

佐々木美歌（９）



【１６】

日本赤十字社の活動に長年従事

協賛委員４人に有功章贈呈

　３月６日、山田町婦人防火クラブ連合会（阿部 美  惠 会
み え

長）では、道の駅やまだなど町内３カ所で住宅用火災警

報器設置の街頭ＰＲ活動を行いました。平成２３年６月ま

でに義務付けられている同警報器の設置を促進するため

に行われたもので、町内婦人防火クラブや婦人消防協力

隊の隊員など９人が参加。設置を呼びかけるチラシや

ティッシュペーパーを買い物に来た方々に手渡しながら

「大切な家族を守るため早めに設置しましょう」と訴えて

いました。

　長年、日本赤十字社の協賛委員（行政区長）として活

躍された方々に有功章が贈られました。受章したのは山

根ノブ子さん（飯岡・６６）、上  忠  孝 さん（石峠・８４）、
ちゅう こう

後藤 清  郎 さん（飯岡・７６）、芳賀 敬  夫 さん（荒川・６４）
せい ろう ゆき お

の４人。同委員として２０年以上従事された山根さんと上

 さんは金色有功章に、１５年以上従事された後藤さんと

芳賀さんは銀色有功章に選ばれています。３月１５日、役

場で伝達式が行われ、日赤県支部山田町分区長の沼崎喜

一町長から盾と記念品が贈られました。受賞した山根さ

んは「長年の活動が評価されてうれしい」と話しました。

土砂災害防止絵画コンクール

福士諒君が国交省砂防部長賞
　平成２１年度土砂災害防止絵画等コンクールで山田南小

学校を卒業した福士 諒 君（現山田中学校１年）が小学生
りょう

絵画の部で国土交通省砂防部長賞を受賞ました。このコ

ンクールは、未来を担う小中学生に土砂災害についての

理解を深めてもらおうと国土交通省が毎年６月に実施し

ているもので、小学校絵画の部には県内で８校６２作品が

応募。その中から代表に選ばれた福士君の作品は、見事

全国で１０人の同賞に輝きました。福士君は小さいころか

ら大好きだったパワーショベルカーを力強く描き、今に

も動き出しそうな絵が評価されました。福士君は「自分

でも満足のいく絵が描けました。全国で１０人の中に選ば

れてうれしい」と受賞を喜びました。

住宅用火災警報器設置の街頭ＰＲ

買い物客に設置を呼び掛け

３月１１日、山田南小の校長室
で伝達式が行われました（上
写真）／国土交通省砂防部長
賞に輝いた福士君の作品



【１７】

　今月の題字

金 浜 大  裕 くん
だい すけ

　　　（船越小１年）

　平成２１年度町教育委員会児童・生徒表彰が、クラブ活

動や各種コンクールなどで活躍した児童・生徒に贈られ

ました。受章者と主な成績は次のとおりです。

◆善行表彰　【中学生】諮山田中学校吹奏楽部…「小さ

な親切」実行章（長年の福祉活動による受章）

◆スポーツ活動　【小学生】諮豊間根小学校（チーム豊間

根）…全国小学生クロスカントリーリレー大会出場諮内

舘 奏  太 （山田南小６年）…スポニチ奥州前沢マラソン大会
そう た

（ミニマラソンリトルの部）優勝諮佐々木 廉 （同６年）…
れん

同（ミニマラソンリトルの部）２位【中学生】諮山田中学

校女子駅伝部…東北中学校女子駅伝競走大会３位諮山田

中学校男子ソフトテニス部…県中学校新人大会ソフトテ

ニス競技（男子団体）優勝諮山田中学校女子柔道部…全

国中学校総合体育大会柔道競技（団体）出場諮昆 充 （山田
みつる

中２年）…東北中学校総合体育大会・東北中学校陸上競技

大会（２・３年男子１,５００㍍）第８位、天皇盃全国都道府県

対抗男子駅伝競走大会県代表諮佐々木 彩  華 （同１年）…県
さや か

中学校総合体育大会陸上競技（１年女子１,５００㍍）優勝諮

福士 泰  佳 （同２年）…県中学校総合体育大会柔道競技（個
やす か

人）優勝諮佐々木 澪 （同１年）…県中学校新人大会柔道競
みお

技（個人）優勝諮箱石 知  里 （同１年）…同大会柔道競技（個
ち さと

人）優勝

◆文化活動　【小学生】諮大沢小学校児童会…全国小･中

学校・ＰＴＡ新聞コンクール（小学校・学校新聞の部）内

閣総理大臣賞諮福士 諒 （山田南小６年）…土砂災害防止に
りょう

関する絵画・ポスター・作文コンクール（絵画の部）国土

交通省砂防部長賞諮中村 奈  緒 、武藤 愛 （大沢小５年）…全
な お あい

国教育美術展（小学校の部）入選諮大川 莉  穂 （同６年）…
り お

県小･中学校新聞コンクール（小学校６年・個人新聞の

部）優秀賞諮小原 麻  里  衣 （同５年）…同コンクール（小学
ま り え

校５年・個人新聞の部）優秀賞諮大川 海  成 （同）…同コン
かい せい

クール（小学校５年・個人新聞の部）優良賞、全国教育美

術展（小学校の部）入選諮沼崎 久  依 （織笠小３年）…青少
ひ より

年読書感想文岩手県コンクール（小学校中学年部門）最

優秀賞諮平澤 茉  由  子 、
ま ゆ こ

佐々木 七  佳 、阿部 蛍  如 （大浦小６
なな か ほの か

年）…県統計グラフコンクール（小学校５･６年生の部）

特選【中学生】諮深澤 楓 （豊間根中１年）…県食育標語コ
かえで

ンクール入賞諮内舘 美  佐 （同２年）…県心の輪を広げる体
み さ

験作文コンクール（中学生部門）優秀賞諮伊藤 瞳 、伊藤
ひとみ

 美  香 （同３年）…中学生の税についての作文コンクール岩
み か

手県納税貯蓄組合連合会会長賞諮伊藤 流  華 （同２年）…全
る か

国中学生人権作文コンテスト県大会盛岡地方法務局長賞

諮勝山 美  穂 （同３年）…同コンテスト県大会岩手県人権擁
み ほ

護委員連合会会長賞諮高橋はるか（山田中３年）…私の主

張県大会優秀賞諮佐藤 南  美 （同１年）…ＮＰＯ法人東北青
みな み

少年音楽コンクール本選会（ピアノＣ部門）銀賞諮山田

中学校吹奏楽部…全日本アンサンブルコンテスト東北大

会（打楽器六重奏）銀賞【高校生】諮伊藤 美  保  子 （宮古高
み ほ こ

２年）…ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト（朗読部門）入

選諮西村 美  佑  紀 、横田 瑞  穂 （同３年）…同コンテスト（テ
み ゆ き みず ほ

レビドキュメント部門）出場

 <敬称略、学校名・学年は平成２１年度のものです>

※体育協会表彰は、３月３１日発行の「体育協会だより」

に掲載されています。

平成２１年度町教育委員会児童・生徒表彰

各分野での健闘たたえる

町内11の小中学校で卒業式

希望を胸に新たな巣立ち
　３月１３日から１９日にかけて町内１１の小中学校で卒業式

が行われ、全体で４２１人（男２０１人、女２２０人）が卒業しま

した。１３日には豊間根中学校で式が行われ、畠山 美  千 校
み ち

長が「この学校で３年間学んだことは最高の財産。これ

から多くの経験を積み、一輪の花を咲かせてください」

と激励し、３０人の卒業生一人一人に卒業証書を手渡しま

した。また、１９日には織笠小学校で１６人が卒業を迎えま

した。薄衣 裕  昭 校長から一人一人卒業証書を受け取り
ひろ あき

「皆さんのおかげでこの日を迎えられました。夢と希望

と人を思いやる優しい気持ちを持ち、一歩ずつ前進しま

す」と全員で門出の言葉を述べました。卒業生たちはた

くさんの思い出が詰まった校舎に別れを告げ、この春か

ら希望を胸にそれぞれの進路へと巣立っていきます。

織笠小の卒業生一人
一人に薄衣校長から
卒業証書が手渡され
ました（左写真）／
文化祭で歌った思い
出の「大地賛頌」を
全員で合唱する豊間
根中の卒業生



【１８】

　家族や釣り愛好者(初心者）向

けの体験教室「海釣り道場」を

開催します。お気軽にご参加く

ださい。

試日時　４月２４日（土）午後２時

　　　　　　～２５日（日）正午

試集合場所　陸中海岸青少年の家

試対象　小学生以上

※小学４年生以下は保護者同伴

とします。

試定員　各コース３０人

試コースと参加料　船釣り…

８,０５０円　堤防釣り…２,９５０円

（宿泊費、食事代など）

試持参する物　釣り用具（堤防

釣りコースは貸し出し可）、

雨具、洗面用具、保険証など

試申し込み方法　４月１０日から

１８日までに電話で仮予約し、

前納金（船釣り…５,０００円、堤

防釣り…１,０００円）を振り込ん

でください。

◆申込先・問い合わせ　陸中海

岸青少年の家（察８４－３３１１）へ。

　平成２０年以降に国内外で文学

賞・文化賞を受賞した県立図書

館所蔵の作品を展示します。

試期間　４月１６日～２５日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　町立図書館（町中央コ

ミュニティセンター内）

※展示本の貸し出しはしません。

◆問い合わせ　町立図書館（察

８２－３４２０）へどうぞ。
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　町では、町有地を抽選により売却します。購入を希

望する方は、現地と購入条件を事前にご確認の上、お

申し込みください。なお、購入条件など詳しくは、町

企画財政課に備え付けの募集要領、または町ホーム

ページをご覧ください。

試売却物件　右表のとおり

試申し込み方法　町企画財政課に備え付けの公募抽選

申込書に必要事項を記入し、住民票を添えて提出し

てください。

試申込期間　４月５日～３０日

　（土・日曜日、祝日を除く午前８時半～午後５時半）

　抽選会

試日時　５月２５日（火）　午前１０時～

試場所　役場３階大ホール

　現地説明会

試日時　５月１２日（水）　午前１０時～

試場所　現地に職員が待機していますので、直接お越

しください。

価　　格面　　積土地の所在地

４,３１６,０００円２７３.２１㎡山田町豊間根２－９８－３０

４,３１６,０００円２７３.２０㎡山田町豊間根２－９８－３１

４,８７１,０００円３０８.３０㎡山田町豊間根２－９８－３１

◆売却物件

◆売却物件の位置図

◆申込先・問い合わせ　町企画財政課管財係（察８２－

３１１１内線４２３）へどうぞ。

町有地を売却します
購入希望者は申し込みを

　町では、船越公園の区域を変

更する都市計画案の縦覧を行い、

町民の皆さんからの同案につい

ての意見を受け付けます。

試縦覧・意見受付期間　４月１３

日～２７日

試縦覧場所　町建設課、県宮古

土木センター、県都市計画課

◆問い合わせ　町建設課計画補

償係（内線２４１）へどうぞ。

海釣りの楽しさ
体験しませんか

文学賞受賞図書展
町立図書館で開催

船越公園区域変更
計画案にご意見を



【１９】

◎多重債務者弁護士無料相談

　県では、多重債務で困ってい

る方を対象に、弁護士による無

料相談会を実施します。

試期日　４月２７日（火）、５月２５

日（火）、６月２２日（火）

試時間　午前１０時～午後３時

試場所　宮古地区合同庁舎（宮

古市五月町）

◆申込先・問い合わせ　実施日

の前日までに県宮古地域振興

センター消費生活相談室（察

６４－２２１１）へどうぞ。

◎ヨイ歯デーテレホン相談

　４月１８日の「ヨイ歯デー」に

ちなみ、歯や口の中の健康に関

する無料電話相談を開設します。

試相談電話　０１９－６５１－７３４１

試日時　４月１６日（金）

　　　　午前１０時～午後８時

※相談に対する回答は、午後７

時以降に協会歯科医師から相

談者に電話します。

◆問い合わせ　岩手県保険医協

会歯科部会（察０１９－６５１－

７３４１）へどうぞ。

　三陸鉄道では、４月１日から

「運転免許返納シルバー割引」を

実施します。

試対象者　自動車運転免許を自

主返納し運転免許経歴証明書

の発行を受けた６５歳以上の人

試対象区間　三陸鉄道北リアス

線（宮古～久慈）、南リアス線

（釜石～盛）

試対象切符　回数券を除く通勤

定期乗車券（本人記名式のも

の）と普通乗車券

試割引率　５０％割引き

試割引方法　警察署（公安委員

会）で発行する運転免許経歴

証明書を、切符販売窓口また

は降車時に提示してください。

◆問い合わせ　三陸鉄道㈱総合

企画部（察６２－８９００）へ。

まちで出会ったか
わいい笑顔

　県議会と県民との意見交換会

「本音で語ろう県議会」が開催さ

れます。皆さんの意見や提言な

どを、県議会議員がお聞きしま

す。どなたでも参加でき、申し

込みは不要です。

試日時　４月２８日（水）

　　　　午後６時半～８時半

試場所　宮古地区合同庁舎（宮

古市五月町）

◆問い合わせ　県議会事務局

（察０１９－６２９－６０２１）へ。

　町では、期限付臨時職員を一

般公募します。選考方法は書類

審査（履歴書）と面接です。

試職種　一般事務補助

試募集人数　１人

試勤務場所　町民課

試応募資格　町内に住所があり、

パソコンの操作ができる人

試賃金　日額５,４００円

試任用期間　５月１日～１０月３１

日（必要に応じ最長で１２カ月

間まで期間が延長されます）

試応募方法　町町民課または役

場各支所に備え付けの履歴書

に必要事項を記入し、町総務

課に提出してください。

試申込期限　４月１４日

◆問い合わせ　町町民課住民記

録係（内線１２１）へどうぞ。

４月の町長面談日
試日時　４月１５日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は町総務課内

線４１３へご連絡ください。

　県内就職希望者を対象に「い

わて就職面接会」が開かれます。

試日時　４月１４日（水）

　　　　午後１時～５時

試場所　岩手産業文化センター

アピオ（滝沢村）

試対象　来年３月に大学（院）、

短大、高専、専門学校などを

卒業見込みの人、一般求職者

で県内に就職希望の人

試内容　参加企業との個別面談、

ハローワークによる職業相談、

コンピューター適職診断など

◆問い合わせ　除ふるさといわ

て定住財団（察０１９－６５３－

８９７６）へどうぞ。

　県民生活センターでは、地域

で消費者問題解決のために活動

していただく「消費生活サポー

ター」を募集します。

試応募資格　２０歳以上の町民

試募集人数　１人

試任期　委嘱した日から平成２４

年３月３１日まで

試活動内容　①地域住民へ消費

生活に関する情報の提供②悪

質業者などの情報提供③地元

スーパーなどでの価格表示の

状況調査④同センターが実施

する講座への参加

試応募方法　４月１５日までに電

話でお申し込みください。

試申込先　町町民課住民相談係

（内線１２５）

◆問い合わせ　県民生活セン

ター（察０１９－６２４－２５８６）へ。

　２級ボイラー技士の受験資格

が得られる講習が実施されます。

試期間　第１回…４月２４日～２６

日　第２回…５月２９日～３１日

第３回…６月２６日～２８日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　岩手教育会館（盛岡市）

試受講料　１９,０００円（テキスト

代を含む）

試定員　各回とも６０人(先着順)

試申込期限　第１回…４月１９日

第２回…５月２４日　第３回…

６月２１日

◆申込先・問い合わせ　除日本

ボイラ協会岩手支部（察０１９

－６２４－５１３９）へどうぞ。

　平成２１年度から労働保険など

の年度更新申告と納付時期が変

更になり、本年度は６月１日～

７月１２日となっています。お間

違えのないようご注意ください。

◆問い合わせ　岩手労働局（察

０１９－６０４－３００３）へどうぞ。

　引っ越しをする際は役場への

届け出が必要です。住所変更の

手続きは忘れずに行いましょう。

町外へ引っ越す方は、転出先が

決まったら転出届を提出してく

ださい。その際に引っ越し先で

の転入手続きに必要な転出証明

書を発行しますので、引っ越し

てから１４日以内に転入の手続き

を行ってください。

　また、町内での引っ越しの場

合でも手続きが必要です。引っ

越してから遅くても１４日以内に

転居届けを提出してください。

試持参する物　諮印鑑諮運転免

許証など身分を証明できるも

の諮印鑑登録証や各種医療受

給者証（お持ちの方）諮委任

状（別世帯の方が代理で手続

きをする場合）

※国保に加入している方は保険

証を返却してください。ただ

し、就学のため町外に引っ越

す方には学生用の保険証を交

付しますので、入学を証明す

る書類を持参してください。

試受付時間　午前８時半～午後

５時半（土・日曜日、祝日を

除きます）

◆手続き先・問い合わせ　町町

民課窓口係（１番窓口・内線

１２４）、役場豊間根支所（察８６

－２１１１）、役場船越支所（察８４

－３２３２）へどうぞ。

各種相談あります
お気軽にご利用を

免許自主返納者に
三鉄運賃割り引き

県議会への意見
お寄せください

町で期限付臨時
職員を一般公募

引越しをする際は
手続きを忘れずに

盛岡市でボイラー
実技講習会を実施

県内就職希望の方
面接会にご参加を

消費者問題解決に
協力する方を募集

労働保険などの
納付は６月から



【２０】

自給率向上のための新しい農政

◆問い合わせ　町農業委員会事務局（察８２－３１１１内線

２１４）へどうぞ。

　平成２２年度の町農業労賃標準額が次のとおり決まりま

した。適用期間は４月１日から来年３月３１日までです。

雇う人も雇われる人も標準額を守りましょう。

◆人力の部

注１　畑作業のパートは１時間当たり６５０円とする。

注２　超過額は１日８時間を越えた場合１時間単位で加える。

超過額

（１時間当たり）

標準額

（１日８時間）

金額

種別

８００円５,２００円水　田　作　業

８００円５,１００円畑　　作　　業

注１　標準額には、オペレーター賃金と燃料費が含まれる。

注２　湿田の耕起、刈り取り脱穀（コンバイン）は１,０００円増し

とする。

注３　刈り取り結束（バインダー）の結束用縄代は、委託者負

担とする。

注４　牧草こん包（ロールベーラ）の基準は１㍍×１㍍とする。

注５　牧草ラッピングは、ラップフィルム代を含む。

注６　５㌃未満の代かきは、１割増しとする。

注７　もみの運搬費用は、１０㌃当たり１,０００円とする。

注８　その他詳細については、両者の話し合いで決めることと

する。

標準額単位使用機械・区分種　　　別

５,９００円１０㌃耕運機およびトラクター耕 起

水
　
田
　
作
　
業

６,７００円〃〃代 か き

５０円１㍍く ろ ぬ り 機く ろ ぬ り

６,５００円１０㌃田 植 機田 植 え

７,３００円〃バ イ ン ダ ー刈り取り結束

１７,０００円〃５㌃未満

コンバイン刈り取り脱穀 １６,０００円〃１０㌃未満

１５,０００円〃１０㌃以上

７,４００円〃乾 燥 機乾 燥

４,０００円１時間全 自 動 脱 穀 機脱 穀

５,０００円１０㌃特 に 設 定 な し転作田草刈り

５,８００円〃耕運機およびトラクター全 般

畑
　
作
　
業

３,０００円〃コ ー ン プ ラ ン タ ー種 ま き

９,０００円〃コーンハーベスター刈 り 取 り

１,５００円１個ロ ー ル ベ ー ラ牧草こん包

１,５００円〃ラ ッ ピ ン グ マ シ ン牧草ラッピング

３,０００円１０㌃マニアスプレッターたい肥散布
共
通

◆機械の部

農業労賃標準額が改定

　
４
月
か
ら
、
農
業
の
新
し
い
制
度
「
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
農
業

所
得
の
減
少
と
い
っ
た
危
機
的
状
況
に
あ

る
農
業
を
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
と
も

に
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。
来
年
度
の
本
格
実
施
に
向

け
、「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
と

「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」の
２
つ

の
事
業
が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
自
給
率
向
上
の
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
た
め
、
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て

生
産
す
る
販
売
農
家
の
皆
さ
ん
に
対
し
支

援
を
し
ま
す
。
米
の
価
格
が
下
落
し
た
場

合
に
は
、
追
加
の
補
て
ん
も
行
い
ま
す
。

▽
交
付
単
価（
全
国
一
律
／
　
㌃
当
た
り
）

１０

・
定
額
部
分
…
１
万
５
千
円

　
自
給
率
向
上
の
た
め
に
水
田
で
麦
・
大

豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
な
ど
を
生
産

す
る
販
売
農
家
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
主
食

用
米
と
同
等
の
所
得
を
確
保
で
き
る
水
準

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◎
申
請
が
必
要
で
す

　
モ
デ
ル
対
策
に
加
入
し
、
交
付
金
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
６
月
末
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
申
請
書
類
を

５
月
中
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
加
入
を
希

望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
岩
手
農
政
事
務
所
個
別

補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策
推
進
室
（
察
０

１
９－

６
２
４－

１
１
２
５
）
ま
た
は

町
農
林
課
農
業
振
興
担
当
（
察
　－

３

８２

１
１
１
内
線
２
１
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

・
変
動
部
分
…
　
年
度
の
販
売
価
格
が
、

２２

過
去
３
年
間
の
販
売
価
格
を
下
回
っ
た

場
合
に
、
そ
の
差
額
を
基
に
算
定

▽
交
付
対
象
者
　「
生
産
数
量
目
標
」の
範

囲
内
で
主
食
用
米
の
生
産
を
行
っ
た
販

売
農
家
の
う
ち
、
水
稲
共
済
加
入
者
ま

た
は
平
成
　
年
度
の
出
荷
・
販
売
の
実

２１

績
が
あ
る
方

▽
交
付
単
価（
全
国
一
律
／
　
㌃
当
た
り
）

１０

・
麦
、
大
豆
　
　
　
　
４
万
５
０
０
０
円

・
飼
料
作
物
　
　
　
　
２
万
７
４
０
０
円

・
そ
の
他
作
物

　
　
　
５
０
０
０
円
～
１
万
２
０
０
０
円

個
別
補
償
モ
デ
ル
対
策
が

　
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

米
の
モ
デ
ル
事
業

（
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
）

自
給
率
向
上
事
業

（
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
）



【２１】

　町では、収入が一定以下の方を対象に、介護保険

料の軽減制度を行っています。対象となるのは、老

齢福祉年金受給者および老齢福祉年金以下の収入で、

一定条件を満たしている人です（下表参照）。

　保険料の減額を受けるためには本人の申請が必要

となりますので、対象となる方はお早めに手続きを

行ってください。

◆問い合わせ　町国保介護課介護保険係（察８２－

３１１１内線１３４）へどうぞ。

軽減の内容軽減の対象となる人区分

保険料段階第１段階の半額の保

険料相当額に軽減（年額２４,０００円

→１２,０００円に軽減）

１　老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が非課税

２　老齢福祉年金以下の収入で、次の４つの要件をすべて満たし、生活保護を受けてい

ない人。諮世帯全員が住民税非課税諮世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１

人につき４０万円を加算）諮住民税課税者に扶養されていない諮１００万円以上の預貯金

など一定以上の資産を所有していない――人

Ⅰ

本来納めるべき保険料段階から

１段階分軽減

１　災害により著しい損害を受けたとき

２　世帯生計維持者の死亡または長期入院などで収入が著しく減少したとき

３　世帯生計維持者の収入が事業の休廃止、失業などにより著しく減少したとき

４　世帯生計維持者の収入が不漁、不作などにより著しく減少したとき

Ⅱ

保険料段階第３段階を第１段階

の保険料に軽減（年額３６,０００円→

２４,０００円に軽減）

　保険料段階が第３段階で、次の４つの要件をすべて満たす人。諮世帯全員が住民税

非課税諮世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１人につき４０万円を加算）諮住民

税課税者に扶養されていない諮１００万円以上の預貯金など一定以上の資産を所有して

いない――人

Ⅲ

◆介護保険料軽減制度の概要

低所得者の介護保険料減免制度

対象となる方は

お早めに手続きを

　
町
で
は
、
新
た
な
雇
用
対
策
と
し
て
、

本
年
度
次
の
２
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
卒
者
ふ
る
さ
と
就
職
促
進
奨
励
金

　
新
卒
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

新
卒
者
を
採
用
し
た
事
業
主
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
事
業
主
　
町
内
お
よ
び
宮

古
市
、
大
槌
町
、
釜
石
市
の
事
業
主

▽
対
象
と
な
る
新
卒
者
　
町
内
在
住
か

山
田
町
出
身
で
、
平
成
　
年
度
に
中

２１

学
校
や
高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
な

ど
を
卒
業
し
、
２
月
８
日
か
ら
６
月

　
日
ま
で
に
採
用
内
定
を
受
け
た
人

１９
▽
奨
励
金
額
　
１
人
に
つ
き
　
万
円

４８

　町では、平成２２年度の土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦

覧を行います。この縦覧制度は、納税者が所有する固定

資産（土地・家屋）の価格が適正かどうか判断するため

に、縦覧名簿によりほかの固定資産の評価額や面積など

をご覧いただける制度です。ただし、所有者名や課税内

容は見ることができません。

　なお、地域ごとの宅地の標準的な価格は、路線価図の

公開制度で閲覧することができます。

試縦覧期間　４月１日～３０日（土・日曜日、祝日は除く）

試縦覧時間　午前８時半～午後５時半

試縦覧場所　町税務課

試縦覧できる人　納税義務者、納税管理人、代理人など

※納税通知書または運転免許証・保険証など、本人の確

認ができるものをお持ちください。なお、代理人の場

合は委任状が必要となります。 　
離
職
者
資
格
取
得
支
援
事
業
補
助
金

　
離
職
者
の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
資

格
や
免
許
の
取
得
の
た
め
に
要
し
た
経
費

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者
　
町
内
在
住
の
離
職
者
で
、

宮
古
職
業
訓
練
協
会
ま
た
は
釜
石
職
業

訓
練
協
会
で
実
施
す
る
離
職
者
を
対
象

と
し
た
職
業
訓
練
過
程
を
受
講
し
、
資

格
や
免
許
を
取
得
し
た
人

▽
補
助
対
象
経
費
　
受
験
料
や
テ
キ
ス
ト

代
、
保
険
料
な
ど

▽
補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
（
上
限
　
万
円
）

２０

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
水
産
商
工
課
商
工
労

働
係（
察
　－

３
１
１
１
内
線
２
２
４
）

８２

へ
ど
う
ぞ
。　昨年、船越地区（船越第１地割から第１７地割）の国土

調査が終了したことに伴い、固定資産税の土地の課税面

積が、国土調査前の面積から調査後の面積へと変更にな

ります。調査前より調査後の土地の面積が増えた方は、

昨年と比べて固定資産税が上がる場合があります。詳し

くは町税務課資産税係までお問い合わせください。

船越地区（１～１７地割）の課税面積が

国土調査完了により変更になります

◆問い合わせ　町税務課資産税係（察８２－３１１１内線１１３）

へどうぞ。

固定資産課税台帳の縦覧制度

自分の資産を確認できます
町の雇用対策

２つの事業を新たに実施
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日
曜
日
・
祝
日
…
午
前
　
時
～
午

１０

後
４
時

※
開
催
時
間
は
講
座
１
回
に
つ
き
原

則
２
時
間
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
場
所
　
町
内
の
公
共
施
設
や

事
業
所
の
会
議
室
、
学
校
な
ど

（
個
人
の
お
宅
で
は
行
い
ま
せ
ん
）

※
会
場
の
確
保
や
開
催
告
知
な
ど
、

講
座
を
行
う
た
め
の
準
備
は
主
催

者
側
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法
　
町
企
画
財
政
課
、
町

民
課
、
役
場
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
企
画

財
政
課
住
民
協
働
推
進
係
（
察
　８２

－

３
１
１
１
内
線
４
２
５
）
へ
。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
町
職
員
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
同
講
座
は
、
町
で
行
う
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
や
政
策
に
つ
い
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
情
報
を
提
供
し
、
広
く

町
政
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
、
住

民
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　
町
内
に
住
む
５
人
以
上
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
講
座
の

自治会などの活動に補助金
　町では、自治会などの活動に対し補助金を交付します。

　本年度（４月１日～来年３月３１日）に行われる事業の申

請の受け付けを６月３０日まで行いますので、補助金の交付

を希望する団体は期日までに申請書を提出してください。

試対象団体　自治会、コミュニティー、自主防災組織、Ｎ

ＰＯなど（産業団体など営利法人は対象外です）

試補助内容　審査委員会により事業内容などが審査され、

認められた費用の５分の４以内の額が交付されます。

※補助金は団体ごとに交付されますが、年間で１団体に交

付できる金額の総額には上限があります。対象世帯数に

より異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

◆申請先・問い合わせ　町企画財政課住民協働推進係（察

８２－３１１１内線４２５）へどうぞ。

対象事業および事業内容の例項　　目

地域づくり計画の策定・周知、地域ワー

クショップの開催、地域性を生かしたイ

ベントの開催など

地域づくり

各種健康づくり運動、世代間交流活動、

地元食材を使用した料理教室など
地 域 福 祉

ごみ減量化と適正分別への取り組み、ご

みステーションの適正管理、廃棄物の不

法投棄監視活動、買い物袋持参運動など

環 境 衛 生

お祭り・盆踊り大会の開催、地域リー

ダー研修会への派遣など

生 涯 学 習・

生涯スポーツ

地域で独自に行う避難訓練、防災資器材

の整備、道路の草刈りや除雪、登下校時

間帯の地域内の見回りなど

防 災・安 全

地場産品の消費拡大や生産意欲の向上

に関する取り組みなど
産 業 振 興

◆対象となる事業内容の例

◆担当課と講座のテーマ例

住民協働推進支援事業

ゴミ問題をテーマとした豊間根小での出前講座（昨年８月）

内
容
は
受
講
す
る
皆
さ
ん
の
ご
要
望

に
応
じ
て
、
各
担
当
課
の
職
員
が
説

明
に
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

講
座
は
皆
さ
ん
の
相
談
や
要
望
な
ど

を
お
聞
き
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
講
座
の
開
催
を
希
望
す
る
方
は
、

開
催
を
希
望
す
る
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
で
き
る
時
間
　
▽
平
日
…
午

前
　
時
～
午
後
９
時
▽
土
曜
日
・

１０

テ　ー　マ　の　例担　　当　　課

町の行政組織、防災、行政改革、情報
公開、個人情報保護、統計など

総 務 課

町の財政、町の発展計画、町有財産、
住民協働など

企 画 財 政 課

税の役割、町税のしくみなど税 務 課

農林業の現状、森林の役割、特用林産
物など

農 林 課

漁業の現状、商工業の現状、町の観光業
や観光施設など

水 産 商 工 課

環境問題、ごみの分別とリサイクル、
地域安全（防犯、暴力追放）、年金など

町 民 課

国民健康保険・後期高齢者医療・介護
保険の仕組みやサービスなど

国 保 介 護 課

健康づくり、健康相談、高齢者福祉、
障がい者福祉、子育て相談など

健 康 福 祉 課

土地区画整理事業、道路整備事業、国
土調査など

建 設 課

水道施設の概要、下水道事業など上 下 水 道 課

救急講習会、消火器の取り扱いなど消 防 防 災 課

町議会の役割と活動内容議 会 事 務 局

選挙の仕組み、選挙制度など選挙管理委員会事務局

監査委員の役割と活動内容監 査 委 員 事 務 局

農業委員会の役割と活動内容農業委員会事務局

学校教育、日蘭交流など学 校 教 育 課

町の史跡や歴史、各種スポーツ講座、
鯨と海の科学館体験コーナーなど

生 涯 学 習 課
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◆総務課　試課長補佐・行政チームリーダー（同課住民協働推進

室長）菊池利博試危機管理室長兼情報チームリーダー（選挙管理

委員会事務局次長）白土靖行試情報係長（同課上席副主幹）福士優

子試行政係長（同課上席主査）阿部説子試秘書係長（同課上席主

査）中屋佳信◆企画財政課　試課長（会計管理者兼税務会計課長）

川村均試課長補佐兼財政係長（企画財政課課長補佐）佐藤義雄試

課長補佐・政策推進チームリーダー兼政策推進係長兼住民協働推

進係長（税務会計課課長補佐）佐々木實試管財係長（同課上席主

査）古舘隆試電算係長（同課主査）船越海平試主任（同課主事）田畑

作典◆税務課　試会計管理者兼課長（税務会計課収納対策主幹兼

収納対策室長）福士丈二試収納対策室長兼収納係長（税務会計課

課長補佐兼収納対策室長補佐）上林浄試課長補佐・会計チーム

リーダー兼会計係長（税務会計課課長補佐）佐藤正彦試課長補佐・

課税チームリーダー兼町民税係長（産業振興課上席主査）佐々木

真悟試資産税係長（税務会計課上席副主幹）川石昭人試主任（産業

振興課同）阿部敏紀試主任（税務会計課同）鳥居義光試主任（税務

会計課同）道又聡試主任（税務会計課同）小原裕毅試主任（税務会

計課同）橋端敏明試主任（税務会計課同）佐々木克博試主事（総務

課同）箱石智生試主事（住民生活課同）佐々木剛試主事（税務会計

課主事補）黒沢和也試主事（税務会計課主事補）佐藤肇試主事（税

務会計課同）芳賀久美子◆農林課　試課長兼農業委員会事務局長

（住民生活課長）千代川博一試課長補佐・農林チームリーダー（産

業振興課課長補佐）花坂惣二試農業振興係長（産業振興課上席副

主幹）佐々木清一試林業振興係長（産業振興課上席主査）川守田正

人試獣医副主幹（産業振興課同）塚本繁試主事（住民生活課同）三

田地雅子試主事（産業振興課同）加藤周平◆水産商工課　試課長

（産業振興課長兼農業委員会事務局長）宇澤正二試課長補佐・水産

チームリーダー（産業振興課課長補佐）伊藤勝幸試課長補佐・商工

観光チームリーダー兼観光振興係長（産業振興課課長補佐）鈴木

隆康試商工労働係長（産業振興課主査）後藤清悦試水産振興係長

（産業振興課主任）武藤嘉宜試水産専門員（産業振興課主事）藤岡

高昌試主任（産業振興課主事）村上学試主事（産業振興課主事補）

蛇石準哉◆町民課　試課長（保健福祉課課長補佐）関清貴試課長

補佐・住民記録チームリーダー兼窓口係長（保健福祉課課長補佐）

菊地清文試課長補佐・生活安全チームリーダー兼住民相談係長

（住民生活課課長補佐）中村剛試住民記録係長（船越支所長兼船越

公民館長）白土まさ子試地域安全係長（住民生活課上席副主幹）阿

部敏文試環境衛生係長（住民生活課上席主査）木村庸助試主任（住

民生活課同）佐々木満試主任（保健福祉課同）佐々木由美子試主事

（住民生活課主事補）伊藤久美子試主事（住民生活課主事補）千代

川弥樹試主事（住民生活課同）角田廉子◆船越支所　試支所長兼

船越公民館長（住民生活課副主幹）佐々木茂子◆国保介護課　試

課長（企画財政課課長補佐）豊間根和博試課長補佐・国保チーム

リーダー兼医療給付係長（住民生活課課長補佐）沼﨑弘明試課長

補佐・地域包括支援センターチームリーダー兼介護チームリー

ダー（保健福祉課上席保健副主幹）昆博子試介護保険係長（保健福

祉課上席副主幹）松﨑由美子試国民健康保険係長（住民生活課上

席副主幹）関民子試主任保健師（住民生活課同）濱登新子試主任

（保健福祉課同）大川修一試主事（生涯学習課社会教育主事）五十

嵐亮試保健師（保健福祉課同）関文恵試主事（保健福祉課同）後藤

茂典試主事（住民生活課同）阿部寛子試主事（住民生活課同）佐々

木智見試主事（保健福祉課同）昆美穂試主事（住民生活課主事補）

佐々木正隆試主事補（保健福祉課同）中村藍子試主事補（保健福祉

課同）田老千聖◆健康福祉課　試課長兼関口児童館長（保健福祉

課長）里舘誠一試課長補佐・福祉チームリーダー（企画財政課課長

補佐）佐藤克典試課長補佐・健康チームリーダー兼地域医療推進

室長（保健福祉課課長補佐）澤木次博試健康管理係長・地域医療推

進室兼務（保健福祉課上席副主幹）佐々木千恵試健康づくり係長・

地域医療推進室兼務（保健福祉課上席保健主査）菊池ひろみ試食

育推進係長（保健福祉課上席管理栄養副主幹）吉嶋和子試高齢者

福祉係長（保健福祉課上席副主幹）豊間根幸子試児童福祉係長（保

健福祉課上席副主幹）関晃試地域福祉係長（保健福祉課上席主査）

斉藤洋一試保健主査（保健福祉課同）寶洋子試主任（保健福祉課

同）佐々木幸博試主任・地域医療推進室兼務（企画財政課同）芳賀

善一試主任管理栄養士（保健福祉課同）小笠原雅代試保健師（保健

福祉課同）佐々木裕子試保健師（保健福祉課同）中村貴恵試保健師

（保健福祉課同）刈屋深雪試主事（保健福祉課同）佐藤誠也◆織笠

保育園　試保育主査（同園主任保育士）山崎智子試保育主査（同園

主任保育士）関菜利◆建設課　試課長（地域整備課同）柏谷明久試

課長補佐・建築住宅チームリーダー（地域整備課課長補佐）芳賀俊

明試課長補佐・土木チームリーダー兼土木係長（地域整備課課長

補佐）阿部秀一試課長補佐・都市整備チームリーダー兼区画整理

係長（地域整備課上席技術副主幹）澤山満試計画補償係長（地域整

備課上席主査）長嶺泰弘試建築住宅係長（地域整備課上席技術主

査）佐々木政勝試国土調査係長（住民生活課主任）川口徹也試庶務

係長（地域整備課上席副主幹）伊藤多喜夫試副主幹（企画財政課

同）糠盛勝彦試主任技師（地域整備課同）山﨑智試主任（地域整備

課同）志和一実試主任（水道事業所同）山﨑公生試主任（地域整備

課同）伊藤尚生試主任（企画財政課同）小林大司試技師（地域整備

課同）瀬川智一試技師（地域整備課同）坂本大弥試主事（地域整備

課同）横田龍寿試主事（地域整備課同）花﨑和博◆上下水道課　試

課長（水道事業所長）沼崎初志試課長補佐・下水道チームリーダー

（地域整備課課長補佐）佐藤久雄試課長補佐・上水道チームリー

ダー兼工務係長（水道事業所次長）岡市善敏試維持係長（水道事業

所上席副主幹）川部利一試上水道庶務係長（水道事業所上席主査）

甲斐谷芳一試下水道庶務係長（地域整備課上席主査）昆健祐試整

備係長（地域整備課上席技術副主幹）佐々木達彦試副主幹（水道事

業所同）横田幸憲試主任技師（地域整備課同）佐藤哲也試主任（水

道事業所同）中村正明試主任（税務会計課同）柏谷訓正試主事（水

道事業所同）木戸脇大輔試主事補（水道事業所同）佐藤文哉◆議会

事務局　試事務局長（総務課課長補佐）尾形英一試主任（学校教育

課同）佐々木宣男◆選挙管理委員会事務局　試事務局次長（地域

整備課主任）野口伸◆監査委員室　試室長（税務会計課上席副主

幹）昆秀樹◆学校教育課試教育次長兼課長（課長補佐）甲斐谷義昭

試課長補佐・学校教育チームリーダー兼総務係長（同課上席副主

幹）倉本收郎試国際交流係長（地域整備課主任）佐藤友幸試主任

（議会事務局同）加藤紀彦◆生涯学習課　試課長補佐兼文化係長

（同課課長補佐）菊地光明試社会体育係長（同課上席副主幹）武藤

圓悦試社会教育係長（同課上席副主幹）昆公夫試社会教育主事（同

課主事補）小成勝也◆岩手県地方税特別滞納整理機構派遣　試主

任（税務会計課同）川村聡◆岩手県後期高齢者医療広域連合派遣

試主任（同連合主事）武藤美奈子

◆消防防災課　試課長補佐兼消防防災チームリーダー・三浦晃試

防災第一係長・内田信也試防災第二係長・榊原亮試防災第三係長・

上澤隆試防災第四係長・岩花一則試主査・佐藤正彦試主任・長谷

川勝人試主任・高橋晃試主任・山口淳試主任・大久保貴幸試主事・

八重樫勝利試主事・佐々木圭一試主事・川島巧試主事・湊貴之

◆新採用　試企画財政課主事補・笹原祐起試水産商工課主事補・

赤﨑友康試町民課主事補・中村琴美試健康福祉課保健師・尾無徹

試生涯学習課主事補・瀬川富博

◆退職《３月３１日付》　試企画財政課長・昆和章試産業振興課水産

振興主幹・内田明試議会事務局長・阿部利行試教育次長兼学校教

育課長・菊地新一郎試住民生活課課長補佐・阿部敏博試保健福祉

課児童専門員・上野美智子試地域整備課課長補佐・竹内幸司試監

査委員室長・佐藤吉正試住民生活課副主幹・藤井憲郎試船越保育

園上席保育主査・長嶺美代子試織笠小学校校務員・中嶋るみ子

　町職員の人事異動
４月１

日付



　船越家族旅行村では「花まつり」を開催します。期

間中は、会場で花の苗や植木などを販売するほか、た

くさんのイベントを用意して皆さんをお待ちしてお

ります。どうぞお越しください。

　
あ
な
た
の
情
熱
を
く
だ

さ
い
―
―
。
山
田
町
消
防

団
で
は
、
明
日
を
担
う
消

防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
共
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。
入
団
を
希
望

す
る
方
は
最
寄
り
の
消
防

団
の
分
団
長
ま
た
は
団
員

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
山
田
消
防
署
（
察

　－

３
１
３
９
）
へ
ど
う
ぞ
。

８２
◆
期
日
　
４
月
　
日
（
日
）

１８

◆
時
間
と
内
容
　【
山
田
南
小
学
校

校
庭
】
▽
部
隊
編
成
・
開
会
行
事

…
午
前
８
時
～
▽
点
検
…
午
前
９

　
分
～
▽
訓
練
（
小
隊
訓
練
、
消

１５防
ポ
ン
プ
操
法
、
織
笠
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
に
よ
る
救
急
訓
練
、
山
田

幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

遊
戯
と
防
火
呼
び
掛
け
）
…
午
前

９
時
　
分
～
【
船
越
地
区
国
道
　

４５

４５

号
（
ワ
イ
・
シ
ョ
ッ
プ
川
村
付
近

～
船
越
駅
前
）
】▽
分
列
行
進
…
午

前
　
時
　
分
～
【
船
越
漁
港
】
▽

１１

１０

放
水
訓
練
（
ポ
ン
プ
自
動
車
　
台
１３

に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
、
田
の
浜

婦
人
消
防
協
力
隊
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
）
…
午
前
　
時
　
分
～

１１

４０

　
消
防
団
員
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
す
る
町
消
防
演
習
が
開
か

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

町
消
防
演
習
を
開
催

平
成
　年
22

松本哲也コンサート

５月４日（祝）午前１１時～

ショー

５月５日（祝）午前１１時～ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆問問問問問問問問問問いいいいいいいいいい合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわ◆問い合わせせせせせせせせせせせ　船船船船船船船船船船越越越越越越越越越越家家家家家家家家家家族族族族族族族族族族旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅行行行行行行行行行行村村村村村村村村村村「「「「「「「「「「花花花花花花花花花花ままままままままままつつつつつつつつつつりりりりりりりりりり」」」」」」」」」」実実実実実実実実実実船越家族旅行村「花まつり」実行行行行行行行行行行行

委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会（（（（（（（（（（町町町町町町町町町町水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産商商商商商商商商商商工工工工工工工工工工課課課課課課課課課課内内内内内内内内内内委員会（町水産商工課内・・・・・・・・・・・察察察察察察察察察察察８８８８８８８８８８２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１内内内内内内内内内内線線線線線線線線線線２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２８２－３１１１内線２２３３３３３３３３３３３））））））））））へへへへへへへへへへ）へ。。。。。。。。。。。

【２４】

開 催 時 間 と 内 容期　　日

午後１時　開会セレモニー、アトラクショ

ン（山田町第一保育所虎舞、宮古

工業高校一心太鼓、宮古水産高

校宮水太鼓ほか）、祝いまき

４月 １７日（土）

午後７時～８時　桜の木ライトアップ

※１７日はさくら亭で琴の演奏を行います。

４月１７日（土）

　～１８日（日）

午前８時　パークゴルフ大会（先着８０人）

午後３時　持ち帰り自由スイセン狩り
 ２９日（祝）

午前９時　　押し花展、押し花体験（材料代

～午後４時　は実費負担）

※４日と５日は山田中と山田高生徒による

茶道の実演・体験会を行います。

５月３日（祝）

　～５日（祝）

午前１０時　花より団子フェア（郷土の団子即

売会）

午前１１時　松本哲也コンサート

正　　午　郷土芸能まつり（山田大神楽、愛

宕青年会八木節、さんさ好み）

 ５月４日（祝）

午前１０時　ちびっこ縁日

午前１０時半　山田境田虎舞演舞

午前１１時　マブリットキバショー

正　　午　もちつき・振る舞い

午前１０時～午後２時　動物ふれあい広場

 ５月５日（祝）

◆イベント（当日の天候によって中止・変更もあります）

　 44 月月 11 77 日日 ［［ 土土 ］］～～55月月55日日［［ 祝祝 ］］期間

場所 船越家族旅行村、花まり船越家族旅行村、花まりんん

消 防 団 員 を募 集

日夜訓練に励む消防団員に
激励を（昨年度の分列行進）



【２５】

　 山田の春を 潮干狩りで満喫しよう

　春のイベントとして恒例のアサリまつりが、

今年も織笠川河口干潟を会場に開催されます。

会場では、アサリ汁や海産物の販売のほか、

出店コーナーなども設けられますので、ご家

族や友人同士、皆さんでご来場ください。

　なお、潮干狩りへの参加には事前の予約が

必要です。２日間とも先着３,０００人の受け付

けとなりますので、参加を希望する方はお早

めにお申し込みください。

※会場周辺の駐車場には限りがありますので、

車でご来場の際には山田漁港臨時駐車場ま

たは鯨と海の科学館前駐車場をご利用くだ

さい。当日は同駐車場と会場間でシャトル

バスを運行します。

◆問い合わせ　町水産商工課商工観光係（察

８２－３１１１内線２２３）へどうぞ。

※はがき１枚につきど

ちらか１日だけの申

し込みとなります。

※人数は、中学生以上

と小学生をそれぞれ

記入（幼児の人数は

不要）。１度に最大

１０人まで申し込みで

きます。

　　町水産商工課または山田町観光協会道の駅案内所

に備え付けの申込用紙で直接申し込むか、往復はが

きに下記の項目を記入して郵送してください。

◇申込期限　第１回…４月２３日　第２回…４月２６日

　
町
内
の
漁
業
協
同
組
合
で
組
織
す

る
共
有
一
共
第
１
１
１
号
第
一
種
共

同
漁
業
権
連
合
管
理
委
員
会
で
は
、

期
間
を
限
定
し
一
定
の
条
件
付
き
で

山
田
湾
内
の
ア
サ
リ
漁
を
一
般
開
放

し
ま
す
。
山
田
湾
全
域
に
は
ア
サ
リ

資
源
の
繁
殖
保
護
を
目
的
に
「
ア
サ

リ
漁
業
権
」
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

漁
業
者
（
組
合
員
）
以
外
の
方
は
ア

サ
リ
を
採
捕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
一
般
の
皆
さ
ん
に
も
春
の
風

物
詩
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
、
期

５月１０日～６月１５日

第１回

第２回

◆場　所　織笠川河口干潟

◆協力金　中学生以上…８００円

　　　　　小学生…４００円

　　　　　幼児…無料

◆採捕量　１人につき２㌔まで
　　　　　（計量で確認します）
※大型スコップやジョレンは使用できません。

◇採捕時間　午前８時～１１時

◇受付時間　午前７時～９時

◇最 干 潮　午前９時４５分ころ

４月２９日（祝）

◇採捕時間　午前１０時～午後１時

◇受付時間　午前９時～１１時

◇最 干 潮　午前１１時４０分ころ

５月２日（日）

アサリ漁を一般開放

春の風物詩をお楽しみください
（昨年度のアサリまつり）

◆申し込み方法

間
や
殻
長
制
限
な
ど
を
定
め
て
開
放
す

る
も
の
で
す
。
次
の
条
件
を
守
り
、
潮

干
狩
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
５
月
　
日
～
６
月
　
日

１０

１５

▽
時
間
　
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

▽
殻
長
制
限
　
殻
長
２
㌢
以
下
の
ア
サ

リ
は
採
捕
で
き
ま
せ
ん
。

※
ジ
ョ
レ
ン
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
共
有
一
共
第
１
１
１

号
第
一
種
共
同
漁
業
権
連
合
管
理
委

員
会
（
船
越
湾
漁
業
協
同
組
合
内
察

　－

２
１
２
１
）
へ
。

８４

往信

往信

返信

白紙

こ
の
線
を
内
側
に
折
る

0 2 8 1 3 7 1

山
田
町
船
越
６－

　１４１

「
ア
サ
リ
ま
つ
り
」係

（
自
分
の
住
所
）

（
自
分
の
氏
名
）　
様

山田アサリまつり

参加予約申し込み

・参加希望日

・参加人数

　中学生以上　名

　小学生　　　名

申込者の住所、

氏名、電話番号

※参加券を印刷して
返送しますので、
何も記入しないで
ください。

往信（表） 返信（裏）

往信（裏）返信（表）

（
道
の
駅
や
ま
だ
内
）

山
田
町
観
光
協
会
案
内
所

（自分の郵便番号）

予約制です。
申し込みは
お早めに！



【２６】

佳

夏

可

嫁
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

学
に
転
向
、
武
田
麟
太
郎
・
高
見
順

ら
と
『
大
学
左
派
』
を
創
刊
、
昭
和

５
年
に
発
表
し
た
「
生
活
の
旗
」

「
傷
だ
ら
け
の
歌
」
で
左
派
作
家

と
し
て
地
位
を
確
立
し
た
が
、

結
核
を
患
い
大
阪
に
帰
る
。
こ

の
こ
ろ
桓
夫
は
翻
訳
の
仕
事
を

し
て
い
る
。

　
桓
夫
は
度
々
山
田
町
を
訪
れ

取
材
、
昭
和
７
年
、　

歳
の
時

３０

『
改
造
』
３
月
号
に
、
山
田
町
の

漁
港
を
舞
台
に
し
た
作
品
「
漁

夫
」
を
発
表
し
た
。

　「
漁
夫
」
は
、
山
田
町
の
漁
港

　
桓
夫
は
明
治

　
年
、
大
阪
市

３７に
生
ま
れ
た
。

作
家
石
濱
恒
夫

は
叔
父
に
あ
た

る
。
　
旧
制
大
阪
高

校
卒
業
後
、
東

京
帝
国
大
学
に

入
学
。
在
学
中

の
大
正
　
年
、

１４

同
人
雑
誌
『
辻

馬
車
』
に
「
首
」

を
発
表
し
新
感

覚
派
の
作
家
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
、

川
端
康
成
ら
に

文
才
を
認
め
ら

れ
た
。

　
そ
の
後
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文

埋
立
工
事
』
の
２
部
作
を
岩
手
県
旧

山
田
町
合
同
労
働
組
合
の
同
志
諸
君

に
お
く
り
ま
す
」
と
の
言
葉
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
通
俗
小
説
に
転
じ
、
昭
和

　
年
「
花
粉
」、
　

年
「
新
雪
」
で
新

１１

１５

聞
小
説
家
と
し
て
復
帰
、
大
衆
流
行

作
家
と
し
て
数
多
く
の
小
説
を
書
き
、

　
年
こ
ろ
か
ら
「
将
棋
水
滸
伝
」「
将

４２棋
に
憑
か
れ
た
男
」
な
ど
を
著
し
、

将
棋
も
の
に
新
境
地
を
開
い
た
。

　
昭
和
　
年
に
出
版
さ
れ
た
新
日
本

５９

出
版
社
発
行
の
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
集
』　

巻
に
、「
漁
夫
」「
海

１７

を
舞
台
に
、
漁
民
の
権
利
闘
争
を
描

い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
続
編
と
し

岸
埋
立
工
事
」
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
４
年
後

の
平
成
元
年
に
桓
夫
は

　
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

８５　「
形
の
よ
い
黒
松
の

生
え
つ
づ
い
て
い
る
岬

が
一
本
の
腕
の
よ
う
に
、
太
平
洋
か

ら
小
さ
な
湾
を
抱
え
込
ん
で
い
た
。

川
端
の
町
（
旧
山
田
町
）
は
漁
夫
が

大
部
分
で
、
人
口
が
２
千
２
、
３
百

人
の
町
で
あ
る
」「
町
の
中
央
の
火
の

見
梯
子
の
横
か
ら
、
背
後
の
 尾
  倉
  山
 

お
 
ぐ
ら
 や
ま

（
御
蔵
山
）
へ
、
道
が
つ
い
て
い
る
。

少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
役
場
、
そ
の

上
に
小
学
校
が
あ
っ
た
。
そ
の
左
手

に
氏
神
の
八
幡
様
の
赤
い
鳥
居
が
、

半
ば
樹
に
隠
れ
て
見
え
て
い
た
」
と

『
漁
夫
』
に
当
時
の
景
観
が
記
さ
れ
て

い
る
。

山
田
漁
港
を
舞
台
に

　
　
　
小
説
を
書
い
た
藤
沢
 桓
  夫
 

た
け
 
お

や

ま

だ

の
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
 
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７５

て
２
カ
月
後
『
中
央
公
論
』

５
月
号
に「
海
岸
埋
立
工
事
」

を
発
表
し
た
。

　
こ
の
２
部
作
「
漁
夫
」「
海

岸
埋
立
工
事
」
は
、
単
な
る

闘
争
の
記
録
と
し
て
で
は
な

く
、
当
時
の
漁
師
の
労
働
の

厳
し
さ
、
漁
民
た
ち
の
苦
し

さ
を
正
確
に
生
き
生
き
と
描

写
し
て
お
り
、
文
学
作
品
と

し
て
の
完
成
度
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
作
品
の
末
尾

に
は
「
こ
の
『
漁
夫
』『
海
岸

巾

琴

斤

禽
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欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

町
長
室
か
ら

　
２
月
　
日
午
後
に
来
襲
し
た

２８

チ
リ
大
地
震
津
波
は
、
本
町
の

カ
キ
・
ホ
タ
テ
・
ワ
カ
メ
な
ど

の
養
殖
施
設
に
大
き
な
つ
め
跡

を
残
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

漁
業
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
害

の
状
況
で
す
が
、
養
殖
施
設
の

被
害
額
が
約
４
９
５
３
万
円
、

養
殖
水
産
物
の
被
害
額
が
約
１

億
８
６
３
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
被
害
額
が
判

明
し
た
時
点
で
対
策
を
協
議
し
、

被
害
を
受
け
た
は
え
縄
施
設
の

撤
去
費
用
の
全
額
、
施
設
の
復

旧
資
材
費
の
半
額
を
漁
協
に
助

成
す
る
こ
と
に
し
、
既
に
必
要

経
費
３
０
０
０
万
円
の
補
正
予

算
を
３
月
　
日
に
閉
会
し
た
町

１２

議
会
で
可
決
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
国
県
か
ら
の
支
援
を
求

め
る
た
め
農
水
省
や
民
主
党
本

部
、
県
知
事
な
ど
へ
の
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
幸
い
今
回

の
津
波
で
は
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
避
難
が
長

時
間
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
訓
練

で
は
気
付
か
な
か
っ
た
反
省
点

な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
改
善
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

現在は公園として整備されている通称
「御蔵山」（八幡町）から見る町並み
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の
養
蜂
を
継
ぎ
、
今
で
も
は
ち
み
つ

を
採
り
続
け
て
い
ま
す
。
最
盛
期
に

な
る
と
作
業
場
ま
で
片
道
２
時
間
の

道
の
り
を
毎
日
車
で
通
う
と
い
う
袰

岩
さ
ん
。
通
い
続
け
て
　
年
と
い
う

６０

長
い
経
験
の
お
か
げ
で
、
今
で
は
ま

る
で
会
話
す
る
か
の
よ
う
に
ミ
ツ
バ

チ
の
習
性
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

る
そ
う
で
す
。
「
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
ま
す
ま
す
こ
の
仕
事

が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
ね
。
体

が
動
く
限
り
続
け
た
い
よ
」
と
仕
事

に
対
す
る
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
仕
事
熱
心
な
袰
岩
さ
ん
に

健
康
の
秘
 訣
 を
聞
く
と
「
空
気
の
き

け
つ

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
は

な
く
　
歳
の
 も
  と
 お
兄
さ

・
 ・

８２

ん
と
呼
ん
で
ほ
し
い
ね
」

と
話
す
の
は
宮
古
市
出
身

の
袰
岩
武
光
さ
ん
。　

年
２０

ほ
ど
前
か
ら
山
田
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　
思
春
期
を
遠
野
の
旧
制

中
学
で
過
ご
し
た
袰
岩
さ

ん
は
、
戦
時
中
に
厳
し
い

訓
練
を
受
け
た
た
め
体
は

丈
夫
そ
の
も
の
。
薬
も
飲

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
卒
業
後
は
、
東
京
の
専

門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た

が
、　

歳
の
と
き
に
家
業

２３

袰　岩　 武 　 光  さん（八幡町・８２）
たけ みつ

体
が
動
く
限
り
仕
事
続
け
た
い

れ
い
な
山
の
中
で
何

に
も
縛
ら
れ
ず
に
作

業
に
没
頭
で
き
る
の

が
い
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

作
業
を
始
め
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
辺

り
は
暗
く
な
っ
て
い

る
よ
」
と
元
気
が
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
に
話

す
そ
の
表
情
は
、
と

て
も
　
歳
に
は
見
え

８２

な
い
ほ
ど
輝
い
て
い

ま
し
た
。

【２７】

№２５
　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改

善推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や

郷土料理、旬の食材を使った料理などをご紹介します。

今回は、新入生が楽しくおいしく食べられるお弁当を

紹介します。手軽に作れますので、どうぞお試しあれ。

入学ワクワクお弁当
【材料】

・おにぎり三色　ご飯…１膳(子供用茶わん)

　サケフレーク…大さじ１　卵…１/３個

　焼きのり…１/４枚　

・つくねのいそべ巻き　鶏ひき肉…２５㌘　

　卵…２/３個　焼きのり　パン粉　小麦粉…各適量

　碓Ａ!日本酒　塩　しょう油…各少々

　碓Ｂ!しょう油　砂糖　みりん…各少々
・アスパラとチーズのベーコン巻き

　アスパラガス…１本　ベビーチーズ…１個

　ベーコン…１枚

【作り方】

　おにぎり三色

①　ご飯は３等分に分ける。卵は、塩とコショウで味

付けし、いり卵にする。

②　サケフレーク、いり卵をそれぞれご飯に混ぜ、ラッ

プで包み丸いおにぎりを作る。のりおにぎりはご飯

をラップで包んで丸め、塩を振り焼きのりを巻く。

　つくねのいそべ巻き

①　鶏ひき肉に卵、パン粉、小麦粉、碓Ａ! を加えよく練
り混ぜる。

②　①を棒状にして、フライパンにふたをして蒸し焼

きにする。火が通ったら焼きのりを巻き碓Ｂ!を加えて

味付けする。

　アスパラとチーズのベーコン巻き

①　アスパラガスは色よく塩ゆでし４等分に切る。ベ

ビーチーズはアスパラと同じ長さに４等分する。

②　半分に切ったベーコンに①を２本ずつ巻き、つま

ようじでとめてフライパンで両面を焼く。

③　こげ目がついたらフライパンから取り出し半分に

切る。つまようじをはずしてお弁当に詰めればでき

あがり。
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４
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０
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８－
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県
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３－

８
２－

３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

２０

◆
ご
愛
読
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
「
み
ん
な
の
ス
ペ
ー
ス
」
へ
の

イ
ラ
ス
ト
が
増
え
て
い
ま
す
。
紙
面

の
都
合
上
、
小
さ
く
掲
載
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
文
字
な
ど
は

大
き
く
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

◆
旅
行
村
付
近
の
ウ
メ
の
花
も
咲
き

始
め
、
少
し
ず
つ
春
の
気
配
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
て
、
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
は
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
春

を
満
喫
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
●文 ●政 

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

高　橋　 凛 　 華 
りん か

（田の浜・徹・女）

佐々木　 悠 　 人 
はる と

（大沢・広行・男）

小野寺　 花 　 凜 
か りん

（八幡町・京太・女）

佐　藤　 杏 　 那 
あん な

（飯岡・誠也・女）

佐々木　 陽 　 飛 
はる ひ

（織笠・勝義・男）

おめでた・おくやみ

菊　地　 美 　 桜 
み お

（大沢・秀幸・女）

芳　賀　 大 　 翔 
ひろ と

（荒川・尚徳・男）

武　藤　　　 翼 
よく

（長崎・一仁・男）

佐々木　 龍 　 大 
りゅう だい

（織笠・奈津美・男）

２月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　福士 真  央 （昭則・女）、岩渕 陽  南 （智
ま お はる な

也・女）、小成 琴  心 （勝也・女）
こと み

〔結婚した二人〕（　）は住所

豊間根貴宜（豊間根）・佐々木由美子（宮古市）

岩間裕（宮古市）・阿部友絵（長崎）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　藤井キミヨ（９４）、菊池義忠（８４）、

佐 マサ（７３）、福士重男（９４）、齊藤善也

（８６）、丹内セツ（６２）、武藤善 （７９）、 谷

 悦（８３）

試田の浜　伊 道夫（６２）、 々木正一（８５）、

 々木清治（９３）

試織笠　吉川ミセ子（７２）、山口ミサ（８３）

試大沢　鈴木宗之（４７）、河村勲（８３）

町民のうごき
（２月 1 日～２８日）

試出生……３人　　試転入……１７人

試死亡……２０人　　試転出……２９人

試人口…１９,５０４人（今月減 ２９人）

　男…９,３８６人　女…１０,１１８人

試世帯数………………７,２１０世帯

　船越家族旅行村のケビンハウスは、内

装をリニューアルし、より快適にお過ご

しいただけるようになりました。どうぞ

ご利用ください。

◇利用時間　チェックイン　午後２時

　　　　　　チェックアウト　午前１０時

◇受付時間　午前８時半～午後７時半　

◇利用定員　１棟につき最大６人まで

◇利用料金　９,９７０円（４人まで）、暖房

料２３０円

※超過人数１人につき１,０２０円（小学生未

ケ ビ ン ハ ウ ス が 内 装 を リ ニ ュ ー ア ル

満の添い寝の場合は超過料金をいただきません）

◇主な設備　ガスコンロ、炊飯器、電子レンジ、冷蔵庫、食器

類・調理器具一式、テレビ、こたつ、ファンヒーター

※シャンプーや石けん、タオル、洗面用具はご持参ください。

◆申込先・問い合わせ　船越家族旅行村管理事務所（察８４－

３７５５）へ。

どうぞご利用ください リニューアルした
室内（和風タイプ）
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